
15

中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
げ
る
量
詞
の
考
察

　
　
　
　
　
　
（
1
）

本
稿
は
、
前
稿
に
続
い
て
、
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

本
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
資
料
は
、
左
記
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
二
　
墓
葬
出
土
簡
蹟

　
　
　
A
　
戦
国
時
代
・
秦
代
の
簡
蹟

　
　
　
　
一
　
長
沙
五
里
牌
四
〇
六
号
墓
竹
簡
　
　
湖
南
省
　
戦
国
中
期
以
後

　
　
　
　
二
　
長
沙
仰
天
湖
戦
国
墓
竹
簡
　
　
　
　
湖
南
省
　
戦
国
中
期
以
後

　
　
　
　
三
　
睡
虎
地
一
一
号
秦
墓
竹
簡
　
　
　
　
湖
北
省
　
ぷ
艘
麺
生
咋
七
年
一

　
　
　
B
　
漢
代
の
簡
蹟

五四
　
馬
王
堆
一
号
漢
墓
竹
簡
　
　
　
　
　
湖
南
老
　
前
漢
・
初
期

付
、
同
三
号
漢
墓
木
蹟
　
　
　
　
　
　
　
（
同
　
　
　
右
）

　
雲
夢
漢
墓
木
蹟
一
木
方
一
　
　
　
　
　
湖
北
省
　
前
漢
・
初
期

　
江
陵
鳳
風
山
八
号
漢
墓
竹
簡
　
　
　
湖
北
省
　
前
漢
・
初
期

付
、
同
九
号
漢
墓
竹
簡
　
　
　
　
　
　
一
同
　
　
　
右
）

　
江
陵
鳳
風
山
一
〇
号
漢
墓
木
蹟
　
　
湖
北
省
　
前
漢
・
初
期

　
江
陵
鳳
風
山
ニ
ハ
七
号
漢
墓
木
簡
　
湖
北
省
　
前
漢
・
初
期

　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
杜
会
科
学
）
第
二
十
五
巻

五
頁
∫
四
七
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
保
　
　
忠
　
夫

　
　
　
　
　
付
、
同
一
六
九
号
漢
墓
竹
簡
　
　
　
　
　
一
同
　
　
　
右
）

　
　
　
　
六
　
江
陵
鳳
風
山
一
六
八
号
漢
墓
竹
蹟
　
湖
北
省
　
前
漢
・
初
期

　
　
　
　
七
　
貴
県
羅
泊
湾
一
号
漢
墓
簡
蹟
　
　
　
広
西
省
　
前
漢
・
初
期

　
　
　
　
八
　
連
雲
港
侍
其
鎌
墓
木
頼
一
木
方
一
　
　
江
蘇
省
　
前
漢
・
中
晩
期

　
　
　
　
九
　
連
雲
港
震
賀
墓
木
績
禾
方
一
　
　
　
江
蘇
省
　
前
漢
・
晩
期

　
　
　
　
十
　
連
雲
港
網
唾
荘
漢
墓
木
蹟
　
　
　
　
江
蘇
省
　
前
漢
末
5
後
漢
初
期

　
　
　
　
士
　
揚
州
儀
徴
膏
浦
一
〇
一
号
漢
墓
簡
蹟
江
蘇
省
　
前
漢
・
晩
期

　
　
　
C
　
三
国
時
代
・
晋
代
の
簡
績

　
　
　
　
　
　
南
昌
高
栄
墓
簡
蹟
一
木
方
一
　
　
　
　
湖
北
省
　
唄
訴
弐
㎏
訴
意
野

　
　
　
　
二
　
南
昌
呉
応
墓
簡
蹟
一
木
方
一
　
　
　
　
江
西
省
　
西
晋
・
初
期

　
　
　
　
三
　
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
五
三
号
墓
木
簡
　
憾
灘
㌘
　
西
晋
・
ぷ
鵡
批
詐
年
一

　
　
　
　
四
　
長
沙
晋
周
芳
命
妻
藩
氏
墓
石
刻
　
　
湖
南
省
　
東
晋
・
イ
評
柵
咋
年
一

　
　
　
　
五
　
武
威
早
灘
披
一
九
号
墓
木
腰
　
　
甘
粛
省
　
東
晋
・
絨
聯
郭
幹
姜
妖
笹

　
右
に
関
連
し
て
は
、
ω
、
漢
代
の
医
書
関
係
、
o
、
吐
魯
番
出
土
文
書
、
な
ど
に

も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

平
成
三
年
十
二
月

sokyu
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6

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察

で
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

墓
葬
出
土
簡
蹟

A
　
戦
国
時
代
。
秦
代
の
簡
蹟

長
沙
五
里
牌
四
〇
六
号
墓
竹
簡

（
三
保
）

　
一
九
五
一
年
、
湖
南
省
長
沙
市
五
里
牌
四
〇
六
号
墓
か
ら
竹
簡
三
八
点
が
出
土
し

た
。
墓
葬
は
、
戦
国
中
期
以
後
の
も
の
と
さ
れ
る
。
左
記
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
○
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
著
『
長
沙
発
掘
報
告
』
（
中
国
田
野
考
古
報
告
集

　
　
　
考
古
学
専
刊
　
丁
種
第
二
号
）
、
一
九
五
七
年
八
月
、
科
学
出
版
杜
。
「
壱

　
　
戦
国
墓
葬
」
（
一
∫
六
九
頁
一
、
竹
簡
の
図
版
一
写
真
一
と
募
本
も
収
め
る
。

　
竹
簡
は
、
竹
・
漆
・
皮
革
・
木
に
よ
る
器
物
と
と
も
に
出
土
し
た
。
竹
簡
は
、
断

片
的
で
、
長
く
て
も
二
二
・
ニ
セ
ソ
チ
、
短
い
も
の
は
ニ
セ
ソ
チ
程
度
で
あ
る
。
幅

は
O
・
七
セ
ソ
チ
前
後
で
あ
る
。
文
字
は
、
楚
の
金
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
楚
独
特

の
も
の
で
あ
る
。
竹
冠
、
糸
偏
、
金
偏
な
ど
の
文
字
や
「
辛
」
（
漆
ヵ
）
字
な
ど
が

散
見
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
竹
簡
は
、
随
葬
品
の
器
物
名
と
数
と
を
記
載
し
た
随

葬
品
目
録
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ト
類
は
、
そ
れ
が
策
（
冊
書
）

に
よ
る
場
合
で
も
木
方
（
賜
）
に
よ
る
場
合
で
も
、
ふ
つ
う
、
「
遣
策
」
一
『
儀
礼
』
「
既

夕
礼
」
の
「
書
照
於
方
、
若
九
、
若
七
、
若
五
、
書
遣
於
策
」
に
よ
る
）
と
い
わ
れ

て
い
る
。
策
に
よ
る
も
の
は
こ
れ
で
よ
い
が
、
木
方
に
よ
る
も
の
は
「
贈
方
」
と
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
一

名
し
て
区
別
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も
あ
ゑ
　
一
都
を
引
用
す
る
一
末
尾
の
数
字
は

簡
番
号
）
。

　
　
金
文
八
（
4
）
　
　
　
幾
一
（
5
）
　
　
　
　
鼎
八
一
1
9
）

　
　
□
杯
十
曾
（
8
）
　
　
也
一
禺
（
2
6
）
　
　
　
革
簸
一
有
（
3
）

　
前
三
例
は
、
数
字
の
下
は
空
白
と
な
っ
て
お
り
、
量
詞
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。

第
五
例
に
つ
き
、
解
説
は
「
匝
一
対
」
め
意
と
し
、
『
説
文
』
の
「
匹
、
似
糞
魁
、

柄
中
有
道
、
可
以
注
水
酒
、
M
〔
也
声
。
」
を
引
い
て
い
る
。
「
匝
」
は
、
，
音
イ
、
ま

た
は
タ
、
ダ
、
水
や
酒
な
ど
を
注
ぐ
の
に
用
い
る
水
器
。
手
洗
い
に
も
用
い
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

う
。
「
禺
」
は
、
そ
の
双
数
を
示
す
量
詞
で
あ
る
。
劉
世
儒
氏
は
、
「
双
」
「
対
」
「
両
」

「
且
具
」
な
ど
の
双
数
を
表
わ
す
量
詞
と
、
「
発
」
「
懸
」
「
架
」
「
橡
」
な
ど
の
特
定
数

を
表
わ
す
量
詞
と
を
「
定
数
集
合
法
」
と
し
て
、
「
華
」
「
叢
」
、
「
副
」
「
具
」
「
合
」

「
沓
」
、
「
襲
」
「
称
」
、
「
部
」
「
家
」
コ
ロ
グ
」
、
「
行
」
「
列
」
そ
の
他
の
量
詞
に
よ
る
「
不

定
数
集
合
法
」
に
対
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
「
禺
」
は
洩
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　
第
四
例
の
「
會
」
、
第
六
例
の
「
有
」
に
つ
い
て
は
詳
か
で
な
い
。

　
参
考
ま
で
に
、
劉
世
儒
氏
に
よ
る
量
詞
分
類
を
紹
介
し
て
お
く
。

南
北
朝
量
詞

　
類
系
纏
表

H
名
量
詞

⇔
動
量
詞

　
　
　
　
　
⑧
普
通
称
量
法

ω
専
用
動
量
詞

②
借
用
動
量
詞
（
借
用
名
詞
）

ω
陪
伴
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
㈹
定
数
集
合
法

②
陪
伴
・
称
量
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
不
定
数
集
合
法

　
　
　
　
　
㈹
度
量
衡
制
称
量
法

㈹
称
量
詞

sokyu
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，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
器
物
称
量
法
（
借
用
名
詞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趾
処
置
称
量
法
一
借
用
動
詞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
x

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跳
自
然
称
量
法
（
借
用
動
詞
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
二
　
長
沙
仰
天
湖
戦
国
墓
竹
簡

　
一
九
五
三
年
、
湖
南
省
長
沙
市
南
郊
の
仰
天
湖
で
、
戦
国
時
代
の
中
葉
、
あ
る
い

は
、
そ
の
晩
期
と
み
ら
れ
る
墓
葬
が
発
掘
さ
れ
た
。
次
に
、
そ
の
報
告
が
あ
る
。

　
○
「
長
沙
仰
天
湖
戦
国
墓
発
現
大
批
竹
簡
及
彩
絵
木
儒
、
雛
刻
花
板
」
、
『
文
物
参

　
　
考
資
料
』
、
一
九
五
四
年
第
三
期
。

　
○
羅
福
頭
「
談
長
沙
発
現
的
戦
国
竹
簡
」
、
『
文
物
参
考
資
料
』
、
一
九
五
四
年
第

　
　
九
期
。
．

　
○
史
樹
青
著
『
長
沙
仰
天
湖
出
土
楚
簡
研
究
』
、
一
九
五
五
年
六
月
、
君
竿
聯
出
版

　
　
杜
（
上
海
）
。

　
○
李
学
勤
「
談
近
年
新
発
現
的
幾
種
戦
国
文
字
資
料
」
、
『
文
物
参
考
資
料
』
、
一

　
　
九
五
六
年
第
一
期
。

　
○
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
「
長
沙
仰
天
湖
第
2
5
号
木
榔
墓
」
、
『
考
古
学
報
』
、

　
　
一
九
五
七
年
第
二
期
。

　
こ
の
他
、
饒
宗
頭
氏
に
『
長
沙
出
土
戦
国
楚
簡
初
釈
』
（
一
九
五
四
年
、
京
都
、

油
印
本
）
の
著
述
が
あ
る
由
だ
が
、
未
見
で
あ
る
。

．
盗
掘
に
よ
り
、
随
葬
品
の
大
部
分
は
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
竹
木
器
、
銅

器
、
陶
器
な
ど
と
と
も
に
、
竹
簡
四
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
右
の
内
に
は
、
そ
の

図
版
一
写
真
一
、
あ
る
い
は
、
募
本
一
臨
本
一
を
掲
出
す
る
も
の
が
あ
る
。
図
版
の
比

較
的
鮮
明
で
あ
る
の
は
、
『
考
古
学
報
』
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
竹
簡
の
完
全
な
も
の
は
、
長
さ
二
ニ
セ
ン
チ
、
幅
一
・
ニ
セ
ソ
チ
、
厚
さ
一
セ
ン

チ
弱
で
、
簡
に
は
、
二
字
か
ら
二
一
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
や
は
り
、
糸
偏
や
金
偏

の
文
字
や
数
詞
の
「
一
」
「
五
」
な
ど
が
多
く
、
よ
っ
て
、
こ
の
竹
簡
も
随
葬
品
目

録
、
即
ち
、
、
遺
策
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
一
簡
に
は
一
品
目
が
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
次
に
は
、
史
樹
青
氏
の
釈
文
に
よ
り
、
そ
の
数
量
表
現
を
み
て
み
よ
う
。

　
イ
　
　
「
数
詞
十
名
詞
」
の
形
式

　
　
市
佑
之
一
縦
衣
、
維
純
、
河
縞
之
艦
、
句
一
后
一
へ
破
）
（
2
）

　
こ
の
「
市
佑
」
は
、
戦
国
時
代
の
締
織
物
の
花
紋
を
い
う
と
さ
れ
る
。
第
七
字
目

以
下
は
、
随
葬
品
の
仕
立
て
や
材
質
の
記
載
で
あ
る
。
そ
の
他
の
用
例
と
し
て
若
干

の
も
の
を
引
く
（
…
は
省
略
の
意
）
。
量
詞
の
使
用
例
は
な
い
。

　
　
一
羅
梅
、
又
蔓
弊
、
錫
骨
交
□
口
干
市
（
7
）

　
　
一
□
桓
玉
見
、
一
襟
桓
、
又
縫
緩
　
　
　
六
禁
拒
（
8
）

　
　
一
賊
縞
鐘
、
生
絢
細
組
、
龍
…
之
縁
、
促
移
維
之
纏
（
1
0
）

　
　
一
糾
縫
之
轡
、
綾
纏
大
維
之
純
（
1
1
）

　
　
一
純
緩
轡
、
一
組
轡
（
1
3
）
　
　
　
　
一
華
□
之
緑
纏
維
純
、
又
・
（
1
4
）

　
　
一
佑
戦
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
鎌
金
（
2
6
）

　
　
五
韮
纏
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
結
衣
（
2
9
）

　
　
一
縫
衣
、
維
－
…
（
3
3
）
　
　
　
　
　
一
錨
（
3
4
）

　
　
一
縞
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
□
六
警
（
4
1
）

　
数
字
は
数
量
を
い
う
も
の
ら
し
い
が
、
第
二
十
六
簡
は
、
重
量
の
単
位
、
ま
た
は

貨
幣
単
位
で
あ
ろ
う
。

　
口
　
量
詞
を
用
い
る
場
合

○
　
鎮
箕
一
十
二
箕
、
皆
又
縛
纏
一
3
）

　
「
錬
箕
」
は
、
鐵
箕
に
同
じ
で
鐵
製
の
供
器
で
あ
り
　
「
一
十
二
箕
」
の
「
箕
」

sokyu

sokyu
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

は
「
一
十
二
個
」
の
意
で
あ
る
。

〇
　
一
歯
辰
歯
、
又
口
□
歯
、
又
韮
舞
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
「
辰
」
は
「
疏
」
に
同
じ
で
、
椀
箆
（
櫛
の
類
）
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
墓

か
ら
は
、
木
硫
一
点
（
高
九
、
幅
六
、
厚
約
一
セ
ソ
チ
、
背
は
半
円
形
に
作
り
、
硫

歯
長
四
・
七
セ
ソ
チ
）
が
出
土
し
て
い
る
が
一
考
古
学
報
、
一
九
五
七
年
第
二
期
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

こ
れ
が
そ
の
物
証
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
一
歯
疏
歯
」
は
、
「
錬
埜
二
十
二
箕
」
の
旬

法
に
相
同
で
、
そ
の
「
歯
」
は
量
詞
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
量
詞
の
こ
う
し
た
形
式
は
、
古
代
漢
語
に
お
け
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

○
　
隻
載
四
千
八
百
十
二
載
、
孚
人
萬
三
千
八
十
一
人
…
…
孚
牛
口
百
□
□
牛
、
羊

　
　
柑
八
羊
（
小
孟
鼎
銘
文
）
　
　
（
「
孚
」
は
「
俘
」
に
同
じ
）

○
　
田
十
田
（
不
塾
駿
銘
文
）

　
史
樹
青
氏
は
、
右
の
よ
う
な
例
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
王
力
氏
は
、
こ
れ
は
「
原

始
的
天
然
単
位
的
表
示
方
法
」
で
あ
っ
て
、
段
櫨
ト
辞
に
も
、
「
莞
百
莞
」
「
人
十
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

六
人
」
の
よ
う
な
例
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

○
　
綻
布
之
　
羅
二
曼
（
4
）

　
考
証
に
、
「
維
布
是
狭
面
的
布
、
羅
是
紗
羅
的
羅
」
、
「
里
是
偶
的
別
体
、
一
里
就
是

両
件
」
と
あ
り
、
右
は
「
狭
面
的
羅
四
匹
」
の
意
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

○
　
龍
膓
一
璽
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
○
　
羽
膓
一
塁
（
3
0
）

　
「
龍
膓
」
は
、
龍
文
の
酒
器
か
と
さ
れ
、
「
羽
膓
」
は
、
い
わ
ゆ
る
耳
杯
の
こ
と

と
さ
れ
る
。
二
里
」
は
、
右
に
同
じ
く
、
二
点
の
意
。
長
沙
五
里
牌
四
〇
六
号
墓

出
土
竹
簡
に
も
「
也
一
禺
」
と
あ
っ
た
。
「
一
塁
一
偶
）
」
「
一
禺
」
は
、
双
数
を
表

わ
す
量
詞
と
み
う
け
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
器
物
を
双
の
形
式
、
あ
る
い
は
、
対
の
形
式
で
数
え
る
方
法
は
、
履
・

袴
・
練
な
ど
を
数
え
る
場
合
（
量
詞
「
両
」
）
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
斗
壷
一

双
」
「
三
斗
壷
一
双
」
「
竿
一
孟
カ
ニ
ニ
双
」
（
江
陵
鳳
風
山
八
号
漢
－
墓
竹
簡
）
、
「
緒
卑

匿
一
隻
一
双
こ
「
食
卑
厘
一
隻
一
双
じ
（
同
：
ハ
七
号
漢
墓
木
簡
）
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
　
　
三
　
睡
虎
地
一
一
号
秦
墓
竹
簡

　
一
九
七
五
年
二
一
月
、
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
に
お
い
て
、
戦
国
時
代
末
年
か
ら

秦
代
に
か
け
て
の
墓
葬
二
一
基
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
内
、
第
一
一
号
墓
は
、
始
皇

帝
；
一
年
（
紀
元
前
二
一
七
年
）
の
墓
葬
で
、
こ
こ
か
ら
は
三
百
余
点
の
随
葬
品
と

と
も
に
、
竹
簡
二
五
五
点
が
出
土
し
た
。
整
簡
は
、
大
体
、
長
さ
二
三
・
一
s
二

七
・
八
セ
ン
チ
、
幅
○
・
五
∫
○
・
八
セ
ソ
チ
で
、
簡
文
の
墨
書
は
秦
隷
体
で
あ
る
。

竹
簡
の
大
部
分
は
、
戦
国
時
代
末
か
ら
秦
代
に
か
け
て
の
法
律
関
係
文
書
で
あ
り
、

こ
の
墓
主
喜
は
、
下
級
の
法
技
術
者
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
主
な
報
告
書
と
し
て
次
が
あ
る
。

　
○
季
勲
「
雲
夢
睡
虎
地
秦
簡
概
述
」
、
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
五
期
。

　
○
孝
感
地
区
第
二
期
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
班
「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十
一
号
秦

　
　
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
六
期
。

　
○
雲
夢
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
「
雲
夢
秦
簡
釈
文
H
（
s
嘗
）
」
、
『
文
物
』
一
九
七

　
　
六
年
第
六
期
（
∫
第
七
、
第
八
期
）
。

　
○
湖
北
孝
感
地
区
第
二
期
亦
工
亦
農
文
物
考
古
訓
練
班
「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
十
一

　
　
座
秦
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
九
期
。

　
図
版
・
釈
文
に
つ
い
て
は
、
文
物
出
版
杜
か
ら
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
小
組
編
『
睡

虎
地
秦
墓
竹
簡
図
版
』
（
一
九
七
七
年
、
朋
友
書
店
複
製
、
印
刷
不
鮮
明
）
、
同
小
組

編
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
一
九
七
八
年
、
釈
文
・
注
釈
・
索
引
篇
相
当
）
、
雲
夢
睡

虎
地
秦
墓
編
写
組
編
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』
一
一
九
八
一
年
九
月
）
、
中
華
五
千
年
文
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物
集
刊
編
輯
委
員
会
か
ら
、
呉
哲
夫
総
編
輯
『
中
華
五
千
年
文
物
集
刊
　
簡
蹟
篇
二
』

一
中
華
民
国
七
五
年
五
月
）
、
『
（
同
）
三
』
（
同
年
六
月
）
な
ど
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

　
発
掘
報
告
以
後
、
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
言
及
を
省
き
、

左
記
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。

　
○
湯
浅
邦
弘
「
雲
夢
秦
簡
研
究
関
係
資
料
目
録
」
、
『
中
国
研
究
集
刊
』
天
号
、
一

　
　
九
八
四
年
六
月
、
大
阪
大
学
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室
編
輯
。

　
○
堀
毅
「
「
雲
夢
秦
簡
研
究
関
係
資
料
目
録
」
補
訂
」
、
一
九
八
六
年
七
月
、
私
家

　
　
版
。

　
前
者
は
一
九
八
三
年
末
ま
で
、
後
者
は
一
九
八
六
年
七
月
ま
で
の
目
録
で
あ
る
。

　
こ
の
秦
墓
竹
簡
に
お
け
る
量
詞
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
考
察
が
あ
る
。

　
○
曽
伸
珊
「
《
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
》
中
的
数
詞
和
量
詞
」
、
『
求
索
』
一
九
八
一
年

　
　
第
二
期
。

　
こ
こ
で
は
、
「
数
詞
」
と
し
て
、
基
数
、
序
数
、
分
数
、
概
数
、
「
量
詞
」
と
し
て
、

個
体
量
詞
、
集
体
量
詞
、
度
量
詞
、
そ
の
他
、
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
、
「
個

体
量
詞
」
と
し
て
は
、
「
人
」
「
木
」
「
所
」
「
匹
」
「
乗
」
「
両
一
璽
」
「
給
」
、
「
集
体
量

詞
」
と
し
て
は
、
「
両
」
「
合
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
度
量
詞
」
と
は
、
「
里
」
「
丈
」

「
尺
」
「
寸
」
「
頃
」
「
欧
」
「
石
」
「
斗
」
「
升
」
「
斤
」
「
両
」
な
ど
、
度
量
衡
に
関
す

る
も
の
を
い
い
、
そ
の
他
と
は
、
本
来
名
詞
で
あ
っ
た
「
目
」
「
月
」
「
旬
」
「
歳
」

な
ど
が
「
期
三
日
」
（
名
詞
十
数
詞
十
量
詞
）
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
も
の
を
い
う
。

　
曽
伸
珊
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
数
詞
・
量
詞
は
、
段
壇
ト
辞
と
比
較
し
て
み
る

と
、
総
じ
て
、
豊
富
で
精
密
に
な
っ
て
お
り
、
他
方
、
数
詞
と
名
詞
の
結
び
つ
き
方

な
ど
は
簡
化
の
趨
勢
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
純
粋
の
個
体
・
集
体
量
詞
が
発
現

し
て
い
る
が
、
中
で
も
、
杜
会
・
政
治
・
経
済
・
語
音
の
発
展
に
伴
っ
て
度
量
詞
が

格
段
に
発
達
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

　
さ
て
、
こ
の
秦
墓
竹
簡
は
、
内
容
上
、
八
組
十
種
の
文
書
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
に
お
い
て
得
ら
れ
る
量
詞
の
用
例
は
、
至
っ
て
少
い
。
殊
に
、
そ
の
編
年
記
、

語
書
、
為
吏
之
道
、
目
書
甲
乙
種
の
五
種
の
場
合
に
は
皆
無
の
よ
う
で
あ
る
。
秦
律

十
八
種
、
効
律
以
下
の
法
律
関
係
の
五
種
の
場
合
に
は
、
か
ろ
う
じ
て
左
記
の
よ
う

な
用
例
が
求
め
ら
れ
た
。

　
イ
　
量
詞
を
用
い
な
い
場
合

　
量
詞
の
用
例
を
あ
げ
る
前
に
、
ま
ず
、
量
詞
を
用
い
な
い
例
に
つ
い
て
み
て
お
く
。

テ
キ
ス
ト
は
、
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』
二
九
八
一
年
九
月
）
に
よ
る
。
用
例
末
尾
の

数
字
は
簡
番
号
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
・
…
－
而
有
一
臣
若
一
妾
有
一
馬
若
一
牛
而
－
∋
・
（
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
0
口
　
　
　
∩
∪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∩
）

　
　
盗
一
羊
（
9
）
（
2
）
　
盗
三
羊
（
1
）
　
　
　
盗
一
猪
（
2
）

　
　
　
　
　
　
o
o
　
　
　
■
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
こ
れ
は
、
数
詞
を
直
接
に
名
詞
に
上
接
さ
せ
る
も
の
で
、
上
古
漢
語
に
お
い
て
は

最
も
ふ
つ
う
に
み
え
る
形
式
で
。
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
O
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■

　
　
牛
大
牝
十
一
5
）
　
　
　
羊
牝
十
（
5
）
　
　
　
　
牡
犬
一
（
9
一

　
　
　
　
　
　
　
〇
J
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
u

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
u

　
　
牛
一
黒
牝
口
磨
（
6
0
）
　
具
弩
二
矢
廿
（
6
0
）

　
こ
れ
は
、
数
詞
が
名
詞
の
後
に
く
る
形
式
で
あ
る
が
、
ま
だ
、
量
詞
は
添
え
用
い

ら
れ
て
い
な
い
。
次
の
段
階
の
前
に
位
置
す
る
よ
う
な
彩
で
あ
る
。

　
口
　
量
詞
を
用
い
る
場
合
一
見
出
し
語
に
は
便
宜
的
に
呉
音
読
・
他
を
付
す
）

　
　
　
ガ
フ

　
　
ω
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

0
　
新
銭
百
一
十
銭
容
一
蜜
二
合
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
「
鋳
」
は
、
銭
を
つ
く
る
い
が
た
。

　
　
　
キ
フ

　
　
2
　
ム
ロ

　
　
（
　
　
　
女
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
［
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
0

0
　
徒
絡
組
廿
給
（
4
）
　
　
　
　
　
○
　
徒
絡
組
五
十
給
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
0
　
0
）

○
　
徒
絡
組
各
廿
給
（
4
－
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o
　
　
o
o
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

　
「
絡
組
」
は
、
う
ち
紐
、
組
み
紐
の
類
ら
し
い
。
「
給
」
は
そ
の
単
位
。
「
廿
給
」

は
二
〇
条
を
い
い
、
曽
仲
珊
氏
は
、
こ
れ
を
「
甘
根
維
帯
」
と
説
明
さ
れ
る
。
・

　
　
シ
ヨ

　
㈹
　
所

○
　
其
右
角
瘡
一
所
（
1
5
）
　
　
　
　
○
　
両
足
下
奇
潰
一
所
（
3
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
　
　
7
‘

○
．
頭
左
角
匁
瘡
一
所
北
二
所
（
3
1
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
∪
　
＾
∪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
∪

○
　
直
瘡
老
以
匁
央
二
所
（
3
）
　
　
○
　
其
腹
有
久
故
癩
二
所
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

0
　
上
有
劔
手
迩
魏
手
各
六
所
外
壌
萎
秦
履
迩
四
所
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
ジ
ヨ
ウ

　
④
　
乗

○
　
射
虎
車
二
乗
為
曹
（
5
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
ニ
ン

’
⑤
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

0
　
冗
隷
妾
二
人
當
工
一
人
（
7
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
「
人
」
の
量
詞
と
し
て
の
用
例
は
、
既
に
駿
壇
ト
辞
や
西
周
金
文
に
も
み
え
て
い

る
。
こ
こ
で
も
用
例
は
多
い
が
、
省
略
す
る
。

　
　
ヒ
ツ

　
⑥
　
匹

○
課
験
駿
卒
歳
六
匹
以
下
到
一
匹
賀
一
盾
（
蝸
－
搬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

0
　
有
馬
一
匹
自
牧
之
（
5
2
）
　
　
　
○
　
及
馬
一
匹
雛
牝
　
　
　
（
6
0
）

　
　
フ
ウ

　
⑦
　
封

　
　
　
　
　
　
　
8

0
恒
書
一
封
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
モ
ク

　
⑧
　
木

　
　
　
　
　
　
　
9

0
　
門
桑
十
木
（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
5

　
こ
の
量
詞
は
、
劉
世
儒
氏
の
言
及
さ
れ
た
量
詞
の
内
の
「
根
」
「
本
」
「
株
」
に
相

当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
リ
ヤ
ウ

　
⑨
　
　
両

　
　
　
　
　
　
　
∩
ツ
　
　
　
　
∩
∪

○
　
車
牛
一
両
（
3
一
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
一
■
■
　
　
　
　
　
1
1
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

0
　
一
脂
攻
問
大
車
一
両
用
膠
一
両
脂
二
錘
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
　
□
汚
血
男
子
西
有
髪
秦
棊
履
一
両
（
棚
）

　
前
二
例
は
、
車
輌
を
「
両
」
で
数
え
た
も
の
一
下
の
「
一
両
」
コ
一
錘
」
は
度
量

衡
）
、
後
一
例
は
、
は
き
も
の
を
「
両
」
で
数
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
こ
の
秦
墓
竹
簡
に
お
げ
る
量
詞
で
あ
る
。
文
書
量
の
多
い
割
に
は
、
そ

の
用
例
は
多
く
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
竹
書
が
法
律
そ
の
も
の
、
ま
た
、
卜
簸
の
書

籍
と
い
っ
た
編
述
型
の
書
籍
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
こ
う
し
た
編
述
書
は
、
特
定

の
相
手
に
対
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
性
格
の
場
合
、
量
詞
の

使
用
は
ま
れ
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
特
定
の
相
手
に
対
し

て
作
成
・
発
給
さ
れ
た
簿
籍
や
計
帳
な
ど
、
こ
れ
ら
は
目
本
に
お
け
る
古
文
書
に
相

当
す
る
が
、
こ
こ
に
は
、
量
詞
の
使
用
は
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
先
の

遣
策
類
も
、
こ
ち
ら
の
側
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
、

B
　
漢
代
の
簡
蹟

　
馬
王
堆
一
号
漢
墓
竹
簡

付
、
同
三
号
漢
墓
木
蹟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
こ
う
　
　
　
　
　
　
し
ん

　
一
九
七
二
年
一
月
、
湖
南
省
長
沙
市
馬
王
堆
に
お
い
て
、
軟
侯
利
蒼
の
夫
人
辛

追
の
墓
葬
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
年
代
は
、
前
漢
（
西
漢
）
の
初
期
、
文
帝
五
年
（
紀

元
前
一
七
五
年
）
か
ら
景
帝
中
元
五
年
（
同
一
四
五
年
）
の
問
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
墓
中
よ
り
、
高
度
な
彩
絵
常
画
、
締
織
品
、
漆
器
、
陶
器
、
楽
器
、
木
儒
、
竹
簡
、

な
ら
び
に
、
夫
人
の
湿
屍
体
な
ど
が
出
土
し
、
こ
れ
ら
は
考
古
学
、
歴
史
学
、
美
術

sokyu

sokyu
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史
、
工
芸
史
、
科
学
技
術
史
等
の
多
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
竹

簡
（
遣
策
）
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
食
文
化
（
食
品
、
調
味
品
、
調
理
方
法
な
ど
一
の

具
体
相
も
窺
え
よ
う
。

　
一
九
七
三
年
一
一
月
か
ら
翌
年
初
、
相
接
し
て
二
号
墓
、
三
号
墓
が
発
掘
さ
れ
た
。

二
号
墓
の
被
葬
者
は
、
利
蒼
そ
の
人
（
呂
后
二
年
紀
元
前
一
八
六
年
残
）
で
あ
り
、

三
号
墓
の
そ
れ
は
、
そ
の
息
男
の
一
人
と
さ
れ
る
。
二
号
墓
は
盗
掘
に
遇
っ
て
い
る

が
、
随
葬
品
の
漆
器
二
〇
〇
点
と
、
「
利
蒼
」
の
玉
印
、
「
軟
侯
之
印
」
「
長
沙
丞
相
」

銅
印
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
三
号
墓
か
ら
は
、
白
巾
書
、
自
巾
画
、
簡
蹟
を
含
む
一
千
余

点
の
随
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。

　
馬
王
堆
一
号
漢
墓
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
報
告
書
、
研
究
書
と
し
て
左
記
が
あ
る
。

　
○
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
』
、

　
　
上
下
の
二
集
、
一
九
七
三
年
一
〇
月
、
文
物
出
版
杜
。
以
下
は
本
書
に
依
る
。

　
○
湖
南
省
博
物
館
編
『
馬
王
堆
漢
墓
研
究
』
、
一
九
八
一
年
八
月
第
一
版
、
湖
南

　
　
人
民
出
版
杜
。

　
前
者
は
、
昭
和
五
一
年
四
月
、
平
凡
杜
よ
り
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
図

版
は
、
『
中
華
五
千
年
文
物
集
刊
　
簡
蹟
篇
一
』
（
中
華
民
国
七
二
年
六
月
、
呉
哲
夫
、

他
編
輯
、
同
編
輯
委
員
会
）
、
『
書
道
資
料
集
成
』
（
第
一
期
、
漢
簡
、
第
二
一
巻
）
、

そ
の
他
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
一
号
漢
墓
出
土
の
竹
簡
は
三
二
一
点
を
数
え
る
。
長
さ
二
七
・
六
セ
ソ
チ
、
幅
O

・
七
セ
ソ
チ
、
厚
さ
約
O
・
一
セ
ソ
チ
、
各
簡
に
二
S
二
五
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
文
字
は
墨
書
隷
体
、
部
分
的
に
小
象
筆
法
を
帯
び
る
。
内
容
は
、
遣
策
で
あ
る
。

　
遣
策
の
簡
文
の
形
式
は
、
お
よ
そ
、
二
様
に
分
た
れ
る
。
即
ち
、
そ
の
一
は
、
直

接
に
器
物
の
名
称
、
大
小
、
数
量
を
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
㈱
　
牛
白
葵
一
鼎
（
u
一
　
　
　
　
膝
画
食
般
一
盤
一
径
一
尺
二
寸
廿
枚
（
1
8
）

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
他
の
一
は
、
竹
簡
の
頂
端
に
横
線
一
を
引
き
、
「
右
方
…
－
・
」
の
二
字
で
書
き
始

め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
右
の
リ
ス
ト
に
お
け
る
小
計
を
記
し
た
も
の
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
例
　
一
右
方
苦
嚢
二
鼎
（
2
9
）
　
　
一
右
方
盆
醤
四
資
（
1
0
）

　
以
下
、
馬
王
堆
一
号
漢
墓
竹
簡
に
お
け
る
量
詞
を
検
討
し
よ
う
。

　
イ
　
量
詞
を
用
い
る
場
合

　
竹
簡
三
二
一
点
は
、
随
葬
品
の
名
称
、
質
地
、
数
量
を
記
載
し
た
遣
策
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
原
則
と
し
て
量
詞
を
用
い
る
と
い
う
情
況
は
看
取
で
き
な
い
。
だ
が
、

都
分
的
に
は
量
詞
を
用
い
て
い
る
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
a
　
例
と
し
て
若
干
の
用
例
を
示
す
。
b
　
＊
印
の
下
に
、
そ
の
量
詞
が
用

　
　
　
い
ら
れ
て
い
る
簡
番
号
を
列
挙
す
る
。
C
　
同
一
簡
に
同
じ
量
詞
、
ま
た
、

　
　
　
相
異
な
る
量
詞
が
み
え
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
列
挙
す
る
。
d
　
原

　
　
　
簡
に
お
け
る
二
」
印
は
「
＝
」
印
の
翻
字
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
e

　
　
　
度
量
衡
に
関
す
る
も
の
（
丈
・
尺
・
寸
、
斗
・
石
・
升
、
斤
）
は
省
略
す
る
。

　
　
ガ
フ

　
ω
　
合

○
　
：
右
方
牛
、
犬
、
琢
鹿
、
鶏
灸
笥
四
合
、
卑
厘
四
（
4
6
）

○
　
＝
右
方
濯
牛
胃
、
豚
、
鶏
、
笥
二
合
、
卑
匿
三
（
5
5
）

○
　
＝
右
方
卵
、
羊
、
兎
昔
一
暗
一
笥
三
合
（
8
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

0
　
＝
右
方
食
盛
十
四
合
検
義
一
二
合
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

0
　
購
画
具
杯
袷
二
合
（
1
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

〇
　
九
子
曽
検
一
奮
一
合
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

＊
4
6
，
5
5
，
6
8
，
8
4
、
㎜
、
㎜
、
㎜
、
峨
、
岬
、
㎜
、
㎜
、
㎜
、
㎜
、
㎜
、
㎜
、

　
　
　
3
1
，
3
2
，
8
4
，
8
5
、
（
一
九
例
）

　
　
　
o
4
　
　
＾
ソ
“
　
　
り
乙
　
　
り
▲

　
　
し
　
　
　
　
　
ち
く
べ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ぷ

　
「
笥
」
は
、
竹
蔑
を
編
ん
で
作
っ
た
箱
形
の
、
被
せ
蓋
を
も
つ
容
器
。
竹
行
李
。

墓
葬
か
ら
は
、
実
際
に
四
八
合
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
大
い
さ
は
、
ふ
つ
う
は
長

sokyu
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

さ
四
八
∫
五
〇
セ
ソ
チ
、
幅
二
八
∫
三
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
一
五
∫
ニ
ハ
セ
ソ
チ
で
あ

る
。
衣
物
、
締
織
品
類
、
食
品
類
、
そ
の
他
を
収
納
し
て
随
葬
し
た
も
の
で
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
け
つ

ぞ
れ
に
封
泥
厘
と
褐
（
木
の
付
け
札
）
と
が
付
さ
れ
て
い
た
（
一
部
損
壊
）
。

　
　
ひ
て
い

　
「
卑
厘
」
は
、
漆
器
の
盤
や
皿
。
「
盛
」
は
、
食
物
を
盛
る
漆
塗
り
の
合
皿
や
食
奮
。

「
検
轟
一
」
も
同
様
か
。
と
も
に
有
蓋
。
「
具
杯
」
は
、
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
耳
杯
、
「
袷
」

は
ふ
た
も
の
（
倉
）
を
い
う
（
こ
の
簡
一
九
六
に
い
う
漆
器
の
実
物
の
図
版
は
、
底

本
（
長
沙
馬
王
堆
一
号
漢
墓
）
上
集
の
八
四
頁
、
下
集
の
一
五
五
頁
に
収
め
ら
れ
て

い
る
）
。
右
は
、
器
物
に
食
品
、
そ
の
他
を
入
れ
て
こ
れ
を
「
1
合
」
で
数
え
る
も

の
だ
が
、
こ
れ
と
併
行
し
、
そ
の
器
物
を
も
っ
て
二
器
」
二
笥
」
「
一
鼎
」
の
よ

う
に
数
え
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
グ

　
②
　
具

　
　
　
　
　
　
　
6

0
　
疎
比
一
具
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
6
、

　
＊
　
3
　
（
一
例
）

　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し

　
「
疎
比
」
は
、
硫
と
箆
、
即
ち
、
櫛
と
す
き
櫛
に
相
当
す
る
。
出
土
し
た
実
物
に

よ
れ
ば
、
二
者
と
も
形
体
は
同
じ
だ
が
（
馬
蹄
形
、
長
さ
八
・
八
セ
ソ
チ
、
幅
五
・

九
セ
ン
チ
一
、
前
老
は
二
〇
歯
、
後
者
は
四
七
歯
で
歯
数
に
相
違
が
あ
る
。
二
具
」

と
は
、
こ
の
一
セ
ッ
ト
を
い
う
も
の
ら
し
い
。

　
　
サ
ウ

　
㈹
鶴
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
8

0
　
象
疎
比
一
離
叉
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
8
、

　
＊
　
3
　
二
例
）

　
　
　
2

　
九
子
奮
（
九
つ
の
子
持
ち
の
化
粧
箱
）
の
中
の
馬
蹄
形
の
小
奮
一
小
箱
）
の
中
に

は
、
黄
楊
木
一
存
疑
）
製
と
象
牙
製
と
の
、
硫
・
箆
各
一
点
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
簡
文
は
、
そ
の
象
牙
製
の
一
セ
ッ
ト
を
い
う
も
の
ら
し
い
。

　
　
マ
イ

　
④
　
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

0
　
＝
右
方
膝
画
移
十
幸
酒
杯
皿
川
枚
一
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
　
藤
画
食
般
一
盤
一
脛
璽
一
尺
二
寸
廿
枚
（
峨
）

○
　
膝
画
華
汗
一
孟
、
十
枚
其
一
盛
牛
肩
郭
一
樟
一
左
九
郭
、
淳
、
足
一
㎜
一

　
　
　
　
　
　
　
7

0
　
欠
比
二
枚
一
3
）

　
　
　
　
　
　
　
2

　
＊
　
8
7
，
8
8
，
8
9
，
9
5
，
9
7
，
0
1
，
0
5
，
0
6
，
0
7
，
3
7
、
（
一
〇
例
）

　
　
　
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

　
「
酒
杯
」
は
耳
杯
一
楕
円
形
の
杯
）
、
「
盤
」
「
孟
」
は
大
小
の
円
形
皿
、
ま
た
、

鉢
の
類
。
簡
二
一
二
七
は
、
先
の
「
疎
比
一
具
」
「
象
疎
比
一
双
」
に
一
連
の
も
の
で
、

　
　
　
　
　
し
つ
ひ

「
欠
比
」
は
櫛
比
、
即
ち
、
櫛
を
い
う
。
底
本
の
釈
文
に
は
「
此
用
異
名
。
」
と
あ

る
が
、
量
詞
の
相
異
も
、
そ
う
し
た
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
リ
ヤ
ウ

　
⑤
　
両

　
　
　
　
　
　
　
9

0
　
素
履
一
両
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　
2

0
　
沙
椅
繍
一
両
素
橡
（
縁
一
千
金
締
、
繰
、
鋤
、
飾
、
（
蝸
）

　
＊
　
5
9
，
6
0
，
6
1
，
6
2
，
6
3
，
6
3
，
6
6
，
6
7
，
6
8
、
一
九
例
）

　
　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
つ

　
簡
二
五
九
以
下
の
六
例
は
履
に
つ
い
て
、
簡
二
六
六
以
下
の
三
例
は
「
繍
」
「
尉
」
、

即
ち
、
手
套
（
手
袋
）
に
つ
い
て
の
用
例
で
あ
る
。
『
説
文
』
に
、
「
繍
　
履
両
枚
也
」

と
あ
る
。
量
詞
の
「
両
」
は
「
繍
」
の
意
で
あ
る
が
、
翻
字
は
、
し
ば
ら
く
「
両
」

（
原
簡
「
雨
」
）
と
し
て
お
く
。

　
以
上
が
、
一
号
漢
墓
出
土
の
遣
策
に
み
ら
れ
る
量
詞
で
あ
る
。
用
例
数
は
多
く
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
類
似
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
予
備
軍
的
な
数
量
表
現
と
し

て
左
記
の
類
が
あ
る
。

　
口
　
器
物
称
量
法

　
　
　
キ

ω
　
器

○
　
牛
乗
灸
一
器
（
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

○
　
稲
食
六
器
其
二
検
奮
四
盛
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

sokyu
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＊
　
4
0
，
4
1
，
4
2
，
5
1
，
5
6
，
5
7
，
5
8
，
5
9
，
6
1
，
6
3
，
6
4
，
6
5
，
6
7
，
8
5
，
8
7
，

　
　
　
8
9
，
2
3
，
2
8
，
2
9
，
3
0
，
3
1
，
6
3
，
6
4
，
0
3
、
（
二
四
例
）

　
　
　
　
」
1
1
1
1
1
1
1
2

　
「
器
」
は
、
漆
器
の
卑
厘
（
皿
）
の
類
を
さ
す
用
語
ら
し
い
。

　
　
ク
ヰ

　
②
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
　
瓦
器
三
貴
錫
除
其
六
鼎
盛
葵
、
銑
六
盛
米
酒
、
温
酒
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
＊
2
1
、
二
例
）

　
　
　
2

　
釈
文
に
、
「
貴
」
は
「
匿
」
、
あ
る
い
は
、
「
費
」
σ
謂
か
と
あ
り
、
『
広
雅
』
釈
器

の
「
賛
、
…
…
籠
也
」
を
引
き
、
古
く
は
土
を
運
ん
だ
り
物
を
入
れ
た
り
す
る
の
に

籠
を
用
い
た
、
今
は
そ
の
後
者
だ
と
あ
る
。
「
錫
除
」
は
錫
箔
を
い
う
。

　
　
　
シ

　
㈹
　
笥

○
　
魚
朕
一
笥
（
3
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

0
　
木
文
犀
角
象
歯
一
笥
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
＊
　
3
0
，
3
1
，
3
2
，
3
3
，
3
4
，
3
5
，
3
6
，
3
7
，
3
8
，
3
9
，
4
3
，
4
4
，
4
5
，
5
3
，
5
4
，

　
　
　
2
，
6
，
9
，
O
，
1
，
2
，
3
，
4
，
5
，
6
，
7
，
8
，
9
，
O
，
1
．

　
　
　
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8

　
　
　
2
，
3
，
6
，
3
，
4
，
5
，
6
，
7
，
8
，
9
，
O
，
1
，
2
，
5
，
6
，

　
　
　
8
8
8
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
■
■
　
　
　
　
1
－
ム
　
　
　
ー
1
＾
　
　
　
1
1
＾
　
　
　
1
1
’
　
　
　
1
1
一
　
　
　
■
1
■
　
　
　
　
1
■
▲
　
　
　
1
■
’
　
　
　
1
■
’
　
　
　
1
1
＾
　
　
　
1
■
＾

　
　
　
7
，
3
，
4
，
5
，
6
，
8
，
9
，
0
，
1
，
2
，
3
，
5
，
6
．

　
　
　
1
2
　
1
3
　
1
3
　
1
3
　
1
3
　
1
5
　
1
5
　
1
6
　
1
6
　
2
9
　
2
9
　
2
9
　
2
9
　
（
五
八

　
　
　
例
）

　
「
笥
」
に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
付
さ
れ
た
褐
に
は
、
「
衣
笥
」
「
繕

笥
」
「
牛
灸
笥
」
の
よ
う
な
内
容
物
を
標
示
す
る
墨
書
が
み
ら
れ
る
。

　
な
お
、
右
は
遣
策
（
類
）
に
「
…
…
一
笥
」
と
あ
る
も
の
で
、
こ
う
し
た
例
は
ま

ま
み
ら
れ
る
が
（
広
西
貴
県
羅
泊
港
一
号
漢
墓
従
器
志
、
湖
北
江
陵
鳳
風
山
九
号
漢

墓
竹
簡
）
、
時
に
は
、
木
褐
そ
の
も
の
に
「
圏
弧
半
、
ヂ
一
笥
」
（
江
蘇
揚
州
平
山
養
殖
場

三
号
漢
墓
木
褐
、
前
漢
中
晩
期
）
と
み
え
る
例
が
あ
る
。

　
　
　
シ

　
④
　
資

中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
績
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

○
魚
紘
一
資
一
9
0
）

　
＊
9
0
，
9
1
，
9
2
，
9
3
，
9
4
，
9
5
，
9
6
，
9
7
，
0
3
，
0
4
，
0
5
，
0
6
，
0
7
，
0
8
，
0
9
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
■
■
　
　
　
1
■
　
　
　
1
■
　
　
　
1
■
　
　
　
1
■
　
　
　
1
1
　
　
　
1
1

　
　
　
1
0
，
1
1
，
3
9
，
5
4
，
5
5
，
5
6
、
（
二
一
例
）

　
　
　
1
■
一
　
　
　
1
■
’
　
　
　
1
1
一
　
　
　
1
1
＾
　
　
　
1
　
　
　
　
一
1
■

　
　
　
　
　
　
か
い

　
「
統
」
は
「
酪
」
を
い
う
も
の
ら
し
い
。
酪
は
、
魚
や
肉
を
乾
し
て
後
、
こ
れ
を

細
か
く
切
り
、
梁
麹
と
塩
で
漬
け
、
美
酒
を
加
え
て
陶
壷
や
瓶
中
で
熟
成
さ
せ
た
食

品
。
今
目
の
し
お
か
ら
、
肉
醤
に
相
当
す
る
。
「
資
」
は
、
陶
製
の
器
物
、
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
か
い

硬
陶
罐
一
「
罐
」
は
、
ほ
と
ぎ
、
こ
が
め
の
類
）
で
、
醸
酪
食
品
、
塩
、
醤
、
酒
類

を
入
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
テ
イ

．
⑤
　
鼎

ρ
　
牛
首
酵
葵
一
鼎
（
1
）

　
＊
1
，
2
，
3
，
4
，
5
，
6
，
7
，
8
，
9
，
1
0
，
1
1
，
1
2
，
1
3
，
1
4
，
1
5
，

　
　
　
6
，
7
，
8
，
9
，
O
，
1
，
2
，
3
，
4
，
5
，
6
，
7
，
8
，
9
，
1
．

　
　
　
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
（
三
〇
例
）

　
「
酵
一
葵
」
は
、
大
葵
の
意
で
、
調
味
料
や
野
菜
を
加
え
な
い
ス
ー
プ
。
大
葵
は
、

ス
ー
プ
の
内
の
基
本
的
な
も
の
で
、
祭
祀
や
待
賓
な
ど
に
広
く
用
い
た
と
さ
れ
る
。

「
鼎
」
は
、
熟
食
一
よ
く
煮
た
食
物
）
を
入
れ
た
漆
塗
木
胎
の
容
器
で
、
耳
、
足
、

蓋
が
付
い
て
い
る
。
竹
簡
三
二
一
点
の
内
、
首
都
に
お
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら

大
葵
の
九
鼎
、
白
葵
の
七
鼎
な
ど
の
鼎
に
盛
っ
た
ス
ー
ブ
類
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
古

代
に
お
け
る
礼
の
き
ま
り
、
鼎
の
使
い
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
テ
7

　
⑥
牒

○
　
＝
右
方
牛
、
犬
、
家
、
羊
、
肩
載
一
載
一
八
牒
華
一
、
笥
四
合
卑
匿
五
一
6
8
）

○
　
＝
右
方
橦
一
種
一
五
牒
、
布
嚢
十
四
（
5
3
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

0
　
＝
右
方
膝
画
木
器
八
牒
（
2
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

0
　
二
右
方
土
金
銭
馬
牛
羊
鳥
廿
牒
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
績
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
一

　
＊
　
6
8
，
8
8
，
0
2
，
5
3
，
5
7
，
1
9
，
2
4
，
8
3
、
（
八
例
）

　
　
　
　
　
　
　
1
■
　
　
1
■
一
　
　
1
■
　
　
0
4
　
　
（
∠
一
　
　
n
∠

　
「
牒
」
は
、
竹
簡
を
い
う
。
随
葬
品
を
記
載
し
た
竹
簡
を
数
え
た
も
の
で
、
「
：

右
方
－
－
」
の
よ
う
な
小
計
を
記
し
た
簡
に
こ
れ
が
み
え
る
。

　
　
ナ
ウ

　
⑦
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

0
　
五
橦
一
璽
十
嚢
一
一
盛
一
石
五
斗
一
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
2
、

　
＊
　
5
　
（
一
例
）

　
　
　
1

　
「
五
櫨
」
は
、
五
穀
を
い
う
。
漢
の
人
の
い
う
主
要
な
説
と
し
て
、
「
黍
・
稜
・

麦
・
豆
・
麻
」
と
「
黍
・
稜
・
麦
・
寂
・
稲
」
と
の
二
様
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後

者
だ
と
さ
れ
る
。
「
嚢
」
は
、
そ
れ
を
入
れ
た
袋
。
「
一
」
は
踊
り
字
符
号
。

　
副
　
古

　
（
　
　
百
1

0
　
白
魚
五
肺
（
4
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
8

0
栂
一
梅
一
十
肺
（
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
＊
　
4
7
，
4
8
，
4
9
，
5
0
，
3
8
，
4
0
、
（
六
例
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
⊥
　
　
　
　
1
1
’

　
音
義
未
詳
。
釈
文
に
、
「
耽
当
為
器
名
。
」
一
器
物
名
に
違
い
な
い
）
と
あ
る
。

平
凡
杜
の
目
本
語
訳
の
方
で
は
＾
こ
れ
を
、
竹
の
す
の
こ
に
挾
ん
だ
も
の
（
ま
た
、

巻
い
た
も
の
）
と
訳
し
て
い
る
。

　
9
　
　
μ
丹

　
（
　
　
　
↓
↓

○
　
馬
醤
一
塩
一
9
8
一

　
＊
　
9
8
，
9
9
，
O
O
，
0
1
、
（
四
例
）

　
　
　
　
　
　
　
■
■
■
　
　
　
　
1
1
1

　
音
義
未
詳
。
釈
文
に
、
「
塩
　
疑
従
土
従
旋
省
声
、
与
傷
蕩
従
旛
省
同
例
。
栴
従

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

丹
声
、
与
僚
為
双
声
。
一
下
略
）
」
と
あ
る
。
「
僚
」
は
小
嬰
一
嬰
は
も
た
い
、
翁
や

か
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
し
ょ
う

嚢
の
類
）
。
「
栴
」
と
は
、
醸
醤
食
品
を
保
存
す
る
陶
壷
（
つ
ぼ
の
類
）
や
嚢
を
い
う

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
右
に
は
、
「
器
」
「
貴
」
「
笥
」
以
下
に
よ
る
称
量
法
を
み
て
き
た
。
こ
れ

ら
は
具
体
的
な
器
物
そ
の
も
の
、
即
ち
、
名
詞
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
は
量
詞
と
は
認

め
が
た
い
。
し
か
し
、
文
法
論
上
、
未
成
熟
の
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
数
詞
を

補
助
す
る
と
い
う
点
で
は
、
こ
れ
ら
は
量
詞
に
極
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
劉
世
儒
氏
は
、
こ
れ
を
「
普
通
称
量
法
」
一
称
量
詞
）
の
内
の
一
つ
、
「
ω
器
物

称
量
法
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
「
器
」
「
籠
」
「
嚢
」
「
盆
」
「
盤
」
「
壼
」
「
箱
」
「
笥
」

「
奮
」
「
嚢
」
、
そ
の
他
を
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
器
物
称
量
法
の
扱
い
方
は
、
如
何
な
る
範
囲
を
量
詞
と
し
、
あ
る
い
は
、
助
数
詞

と
す
る
か
と
い
う
（
定
義
）
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
で
あ

っ
て
も
、
量
詞
の
発
達
過
程
を
み
て
い
く
上
で
、
こ
れ
ら
器
物
称
量
法
の
存
在
は
等

閑
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
馬
王
堆
一
号
漢
墓
の
遣
策
に
お
け
る
量
詞
類
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、

器
物
称
量
法
（
一
五
三
例
）
の
方
が
他
方
（
四
〇
例
）
に
数
倍
し
て
多
用
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
量
詞
類
を
用
い
な
い
、
「
名
詞
十
数
詞
」
だ
げ
の

用
例
も
多
く
み
え
て
い
る
。

○
　
牛
肩
一
器
笥
一
（
6
1
）

○
　
＝
右
方
膝
華
坪
、
孟
、
十
、
木
般
、
盤
一
一
、
盛
六
一
脳
）

＊
5
2
，
6
0
，
1
2
，
3
7
，
4
1
，
6
2
，
6
5
－
8
3
，
8
5
－
8
7
，
9
0
，
9
1
，
9
1
，
9
2
∫
9
4
、

　
　
　
　
　
　
　
■
■
■
　
　
　
　
■
1
↓
　
　
　
　
’
1
■
　
　
　
　
■
■
■
　
　
　
　
’
1
■
　
　
　
　
1
■
↓
　
　
　
1
■
ム
　
　
　
ー
－
1
一
　
　
　
1
1
‘
　
　
　
1
I
I
一
　
　
　
1
■
・
一
　
　
　
1
■
1
　
　
　
1
1
■

　
　
　
8
　
0
，
4
，
8
　
1
，
1
，
5
　
7
，
O
，
2
，
3
，
5
，
7
，
8
，
3

　
　
　
9
，
O
O
O
S
1
1
1
S
1
2
2
2
2
2
2
3

　
　
　
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
　
　
　
5
，
9
3
，
5
8
，
4
，
5
，
9
，
O
，
2
5
，
7
2
，
6
、

　
　
　
∫
3
　
3
S
4
　
4
∫
5
　
6
　
6
　
6
　
7
　
7
∫
7
　
7
∫
8
　
8

　
　
　
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

　
　
　
8
8
－
9
1
，
9
4
，
9
7
－
1
1
、
な
ど
、

　
　
　
Ω
6
　
　
∩
6
　
　
　
∩
6
　
　
　
∩
6
　
　
　
o
o

　
こ
の
よ
う
な
情
況
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
馬
王
堆
一
号
漢
墓
遣
策
に
お
け
る
量
詞
は
、

そ
の
発
達
史
上
、
未
だ
、
初
期
的
段
階
に
あ
る
と
み
て
よ
く
は
な
か
ろ
う
か
。
中
国

は
広
く
、
方
言
も
豊
か
で
あ
る
か
ら
、
量
詞
の
発
達
・
展
開
も
単
純
一
様
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
、
右
は
、
そ
の
初
期
的
様
相
を
呈
し
て
い
る
も
の
の
よ

sokyu
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う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
用
い
ら
れ
て
い
る
量
詞
は
、
「
合
」
「
具
」
「
双
」
「
枚
」
「
両
」
の
五
種
類

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
内
、
「
具
」
は
集
体
を
表
わ
し
、
「
双
」
「
両
」
は
双
体
を
集
わ

し
、
「
合
」
は
そ
れ
が
無
蓋
で
は
な
く
て
有
蓋
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
つ

ま
り
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
、
単
な
る
数
量
表
現
だ
け
で
な
く
、
対
象
物
一
名
詞
）

の
形
体
や
機
能
、
ま
た
、
類
別
等
に
つ
い
て
の
説
明
・
表
現
も
、
同
時
に
行
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
対
象
物
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
量
詞
は
、

む
し
ろ
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
量
詞
の
発
生
、
ま
た
、

展
開
に
関
わ
る
必
然
性
は
、
あ
る
い
は
、
こ
の
あ
た
り
に
ひ
そ
ん
で
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
さ
ら
に
慎
重
に
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
は
、
こ

の
馬
王
堆
一
号
漢
墓
遺
策
に
は
、
主
と
し
て
そ
う
し
た
量
詞
が
、
若
干
な
が
ら
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
量
詞
の
「
枚
」
は
、
こ
の
後
に
格
段
の
発
展
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
右
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
⑱
　
　
⑧

皿
、
鉢
、
櫛
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
は
し
り
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
そ
の
他
の
事
情
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
、
さ

ら
に
考
え
た
い
。

　
な
お
、
馬
王
堆
一
号
漢
墓
遣
策
に
は
衣
物
名
や
動
物
名
も
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
に
も
量
詞
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
も
、
こ
れ
が
量
詞
発
達
史
上
、
初
期

の
様
相
を
示
す
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

○
　
非
衣
一
長
丈
二
尺
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5

0
　
給
緒
鐵
衣
一
赤
橡
一
縁
一
（
2
6
）

　
　
　
　
　
　
　
9

0
　
土
牛
五
十
（
9
）

　
　
　
　
　
　
　
2

　
衣
装
や
動
物
（
こ
こ
で
は
副
葬
用
の
土
製
の
牛
、
羊
、
豚
、
犬
な
ど
）
を
対
象
と

す
る
量
詞
「
領
」
や
「
頭
」
は
、
漢
代
に
は
比
較
的
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

あ
る
。

付
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
木
蹟

　
馬
王
堆
三
号
漢
墓
か
ら
は
、
「
老
子
」
「
戦
国
策
」
「
易
経
」
な
ど
二
十
数
種
一
二

万
字
に
も
の
ぼ
る
串
書
文
献
と
と
も
に
、
簡
蹟
六
一
〇
点
が
出
土
し
て
い
る
。

　
○
湖
南
省
博
物
館
・
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
「
長
沙
馬
王
堆
二
、
三
号
漢
墓
発

　
　
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
七
期
。

　
○
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
・
湖
南
省
博
物
館
、
写
作
小
組
「
馬
王
堆
二
、
三
号

　
　
漢
墓
発
掘
的
主
要
収
穫
」
、
『
考
古
』
一
九
七
五
年
第
一
期
。

　
○
前
掲
『
馬
王
堆
漢
墓
研
究
』
、
一
九
八
一
年
。

　
主
要
な
図
版
は
、
『
書
道
資
料
集
成
』
（
第
一
期
　
漢
簡
、
第
一
二
巻
）
、
そ
の
他

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
簡
蹟
六
一
〇
点
の
内
、
竹
簡
四
〇
三
点
、
木
蹟
七
点
は
遣
策
（
賜
方
一
で
あ
り
、

残
り
の
竹
簡
一
九
〇
点
、
木
簡
一
〇
点
は
医
書
で
あ
る
。
竹
簡
は
長
さ
二
七
・
四
∫

二
七
・
九
セ
ン
チ
、
木
蹟
は
長
さ
二
八
セ
ソ
チ
位
、
幅
二
・
五
∫
二
・
六
セ
ソ
チ
。

　
遣
策
の
木
蹟
に
は
、
衣
物
や
食
品
、
楽
舞
等
を
記
載
し
た
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

そ
れ
ら
の
全
貌
は
、
未
だ
よ
く
知
り
得
な
い
。
こ
こ
で
は
、
右
の
報
告
書
一
文
物
）

よ
り
木
蹟
一
点
を
引
用
す
る
。

○
　
右
方
車
十
乗
、
馬
五
十
四
、
付
馬
二
匹
、
騎
九
十
八
匹
、
畳
轟
一
車
一
両
、
牛

　
　
車
十
両
、
牛
十
一
、
竪
十
一
人
、

　
こ
れ
も
、
墓
主
に
従
う
車
騎
や
侍
従
の
数
の
小
結
を
記
し
た
木
蹟
で
、
こ
こ
に
は
、

車
の
「
乗
」
、
牛
車
の
「
両
」
、
馬
の
「
匹
」
、
人
の
「
人
」
な
ど
、
量
詞
は
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
牛
に
は
そ
れ
が
な
い
。

sokyu

sokyu
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

　
墓
主
に
従
う
侍
従
や
車
騎
な
ど
は
、
当
時
、
具
体
的
に
は
儒
や
明
器
（
葬
式
の
用

具
）
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
墓
中
に
は
そ

の
具
体
的
実
物
が
な
く
、
代
り
に
、
棺
室
の
東
西
の
壁
の
串
画
に
そ
れ
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
の
三
号
墓
は
、
常
書
・
畠
…
画
を
よ
く
用
い
て
い
る
と
い
う
点
で
、
特
に
注

目
さ
れ
る
。二

　
雲
夢
漢
墓
木
蹟
一
木
方
一

○
男
子
七
人
　
　
　
　
　
　
○
李
一
箆
一
存
蟹

　
残
り
四
四
点
の
中
に
は
、
「
金
小
孟
一
」
「
金
□
般
一
」
「
金
鼎
二
」
「
購
扮
画
孟
二
」

「
膝
画
角
傷
二
」
「
膝
画
瓦
食
一
」
「
木
笥
二
」
「
竹
傷
四
」
「
木
壼
一
」
「
女
子
禺
人

四
」
「
大
車
輻
車
各
一
有
蓋
」
「
黒
馬
二
」
「
白
馬
五
」
「
黄
馬
一
」
「
竹
笥
大
二
」
「
醤

梧
十
」
「
緒
梧
廿
」
「
膝
梧
十
」
の
よ
う
な
器
物
や
明
器
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
、

未
だ
量
詞
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。
量
詞
の
使
用
が
、
「
合
」
や
「
具
」
に
留
ま
る

と
い
っ
た
情
況
は
、
先
の
馬
王
堆
一
号
漢
墓
の
場
合
に
同
様
で
あ
る
。

　
一
九
七
二
年
一
二
月
、
湖
北
省
雲
夢
県
城
南
角
の
大
墳
頭
か
ら
前
漢
時
代
初
期
と

さ
れ
る
一
基
の
木
樺
墓
が
発
見
さ
れ
一
大
墳
頭
一
号
漢
墓
）
、
銅
器
・
漆
器
な
ど
の

遺
物
と
と
も
に
木
蹟
（
木
方
）
一
点
が
出
土
し
た
。
長
さ
二
四
・
六
セ
ソ
チ
、
幅
六

・
一
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・
三
セ
ソ
チ
。
次
に
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
○
湖
北
省
博
物
館
・
孝
感
地
区
文
教
局
漢
墓
発
掘
組
・
雲
夢
県
文
化
館
「
湖
北
雲

　
　
夢
西
漢
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
三
年
第
九
期
。
同
誌
に
は
、
陳
振
裕

　
　
氏
に
よ
る
「
出
土
木
方
初
釈
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
○
李
均
明
・
何
双
全
編
『
散
見
簡
頼
合
輯
』
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
文
物
出
版
杜
。

　
木
蹟
は
遣
策
で
、
表
裏
に
わ
た
り
、
都
合
五
四
点
の
随
葬
品
と
そ
の
点
数
と
が
記

入
さ
れ
て
い
る
。
秦
隷
に
属
す
る
纂
意
の
強
い
書
風
で
あ
る
。

　
表
裏
を
通
し
、
量
詞
は
、
「
合
」
四
例
、
「
具
」
四
例
、
「
人
」
一
例
、
「
箆
」
一
例

が
み
え
て
い
る
。
残
り
四
四
点
に
は
、
量
詞
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。

○
　
駿
洗
画
盛
二
合
　
　
　
　
　
　
　
○
　
駿
木
検
轟
二
合

○
　
□
検
一
璽
一
合
　
　
　
　
　
　
　
○
　
金
剣
一
□
□
合
　
　
　
一
一
は
踊
字
）

○
具
器
一
具
　
　
　
　
　
　
　
○
博
一
具

○
　
口
一
具
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
豫
疎
一
具

三
　
江
陵
鳳
鳳
山
八
号
漢
墓
竹
簡

付
、
同
九
号
漢
墓
竹
簡

　
イ
　
鳳
鳳
山
漢
墓
簡
憤
の
概
要

　
一
九
七
三
年
九
月
か
ら
一
一
月
、
湖
北
省
江
陵
県
の
紀
南
域
内
に
位
す
る
鳳
風
山

で
、
前
漢
初
期
の
墓
葬
九
基
が
発
見
さ
れ
一
墓
号
一
、
二
、
六
s
一
〇
、
一
二
、
一

三
一
、
こ
の
内
、
八
、
九
、
一
〇
号
墓
か
ら
竹
簡
四
〇
〇
余
点
が
、
ま
た
、
九
、
一

〇
号
墓
か
ら
木
蹟
九
点
が
出
土
し
た
。
こ
こ
は
、
楚
の
故
都
紀
南
域
の
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
次
に
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
○
長
江
流
域
第
二
期
文
物
考
古
工
作
人
員
訓
練
班
「
湖
北
江
陵
鳳
鳳
山
西
漢
墓
発

　
　
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
四
年
第
六
期
。

　
既
掲
『
中
華
五
千
年
文
物
集
刊
　
簡
蹟
篇
一
』
に
は
そ
の
カ
ラ
ー
図
版
が
あ
る
。

　
ω
　
八
号
墓
の
竹
簡
は
一
七
六
点
で
、
こ
の
内
、
完
整
簡
は
一
六
五
点
、
簡
文
の

内
容
は
随
葬
品
を
記
し
た
遣
策
で
あ
る
。
長
さ
二
二
・
四
∫
二
三
・
八
セ
ソ
チ
、
幅

○
・
五
五
－
○
・
八
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・
一
セ
ソ
チ
、
墨
書
は
隷
体
で
、
「
圏
右
方

縄
人
籍
凡
柑
九
」
「
麗
右
方
食
品
籍
」
「
圏
右
方
瓦
器
籍
」
と
い
っ
た
小
結
簡
も
み
え

sokyu
　　中

sokyu



27

て
い
る
。
こ
の
一
七
六
点
に
つ
い
て
は
次
の
釈
文
も
あ
る
。

　
○
金
立
「
江
陵
鳳
風
山
八
号
漢
墓
竹
簡
試
釈
」
、
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
六
期
。

　
ω
　
九
号
墓
の
竹
簡
は
八
○
点
で
、
や
は
り
、
遣
策
で
あ
る
。
文
字
は
模
糊
と
し

て
い
て
読
み
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
木
蹟
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
と
も
に
、

長
さ
ニ
ハ
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
三
・
八
∫
四
・
九
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・
二
五
、
○
・
四

〇
セ
ソ
チ
。
内
一
点
に
、
文
帝
の
「
戊
申
朔
壬
戌
…
謹
上
十
六
年
…
」
一
紀
元
前
一

六
四
年
一
の
紀
年
が
み
え
る
。
墨
書
は
隷
体
で
あ
る
が
、
様
式
化
が
著
し
く
、
八
分

技
法
の
発
生
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
る
。

　
価
①
　
一
〇
号
墓
の
竹
簡
は
一
七
〇
点
で
、
こ
れ
ら
は
収
租
、
貸
穀
な
ど
に
関
す
る

帳
簿
様
の
文
書
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
公
文
書
と
し
て
の
遺
物
で
あ
る
か
㌧

墓
主
の
生
前
の
日
常
的
私
用
品
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
意
見
が
分
か
れ
る
よ
う
で

あ
る
。
竹
簡
の
ほ
と
ん
ど
は
、
長
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
○
・
七
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・

一
五
セ
ソ
チ
で
あ
る
が
、
二
点
だ
け
は
、
長
さ
三
七
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
二
・
九
セ
ン

チ
、
厚
さ
○
・
二
五
セ
ソ
チ
と
寛
簡
で
あ
る
。
多
く
は
草
隷
風
、
ま
た
、
章
草
風
の

書
体
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
木
蹟
も
六
点
出
土
し
て
い
る
。
算
賦
出
入
簿
の
よ
う
な
も

の
が
多
い
が
、
内
一
点
は
遣
策
で
あ
る
。
長
さ
二
一
二
∫
二
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
四
・

六
∫
五
・
八
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・
三
㌧
○
・
四
セ
ソ
チ
。
こ
れ
ら
一
〇
号
墓
の
簡
蹟

に
つ
い
て
は
研
究
論
文
も
多
い
が
、
考
釈
、
他
と
し
て
次
が
あ
る
。

　
○
葵
錫
圭
「
湖
北
江
陵
鳳
風
山
十
号
漢
墓
出
土
簡
蹟
考
釈
」
、
『
文
物
』
、
一
九
七

　
　
四
年
第
七
期
。

　
○
陳
振
裕
「
従
鳳
風
山
簡
蹟
看
文
景
時
期
的
農
業
生
産
」
、
『
農
業
考
古
』
、
一
九

　
　
八
二
年
第
一
期
。

　
こ
こ
で
は
、
八
号
墓
、
お
よ
び
、
九
号
墓
の
竹
簡
を
取
り
上
げ
、
一
〇
号
墓
の
木

蹟
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
一

　
口
　
八
号
墓
竹
簡
の
量
詞

竹
簡
一
七
六
点
の
内
、
量
詞
が
み
え
る
簡
は
次
の
三
二
点
で
あ
る
一
金
立
氏
釈
文

に
よ
る
）
。
量
詞
は
、
そ
れ
ほ
ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
ガ
7

ω
　
合

○Q○○○○○○○○○○○○

　
大
奴
□
騎
　
寛
検
董
一
合
一
4
4
）

　
大
奴
獲
従
蟄
循
　
月
重
麓
一
合
一
5
0
）

　
大
盛
二
合
一
8
9
）
　
　
　
　
　
　
○
　
小
盛
二
合
一
9
0
）

　
小
卵
検
泰
二
合
（
9
9
）
　
　
　
○
　
黒
中
蹄
検
轟
二
合
（
O
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ρ

　
大
画
哺
検
轟
二
合
一
〇
）
　
　
○
　
小
食
検
養
一
一
合
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
大
食
検
轟
一
一
．
合
一
〇
）
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
グ

②
　
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
博
、
葬
、
萎
、
褐
、
博
席
一
具
、
博
嚢
一
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
サ
ウ

㈹
　
離
又

　
一
斗
壷
一
蟹
一
9
1
）
　
　
　
　
　
〇
　
三
斗
壷
一
離
又
（
9
2
）

　
大
卑
匿
三
蟹
一
9
6
）
　
　
　
　
　
○
　
小
卑
厘
五
麟
叉
一
9
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
芋
三
隻
一
9
8
）
　
　
　
　
　
○
革
一
麟
又
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
7

　
村
二
離
叉
一
〇
）

　
　
　
　
　
ー

　
サ
ウ

④
捜

　
船
一
櫻
一
7
8
）

　
　
い
ソ
ヨ
ウ

⑤
　
乗

　
輻
車
一
乗
蓋
一
　
繍
坐
巾
一
一
3
6
）

　
牛
車
一
乗
載
□
□
三
束
べ
8
5
）

　
ソ
ク

㈹
　
束

　
　
　
　
　
　
り
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

　
練
繕
二
東
（
4
）
　
　
　
　
　
○
　
完
素
一
束
一
4
）

　
　
　
　
　
　
1
■
▲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
’
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
o

○
　
築
繕
一
束
（
4
）
　
　
　
　
　
　
○
　
築
錦
繕
一
束
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
1
■
凸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■

○
　
牛
車
一
乗
載
□
□
三
束
（
8
5
）
（
重
出
）

　
　
ヒ
ツ

　
ω
　
匹

○
　
馬
二
匹
　
犬
二
（
3
8
）
　
　
　
　
○
　
騎
馬
二
匹
箪
一
（
4
2
）

○
牛
一
匹
名
黒
（
8
6
）

　
　
マ
イ

　
㈹
　
枚

　
　
　
　
　
　
9

0
　
魚
五
枚
（
5
）

　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
リ
ヤ
ウ

　
⑨
　
両

○
　
新
素
轍
一
両
（
3
0
）
　
　
　
　
　
○
　
□
鞍
一
両
（
3
1
）

○
　
黙
履
二
両
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
○
　
素
□
□
一
両
（
3
3
）

　
「
轍
」
は
「
秣
」
に
同
じ
、
足
袋
・
靴
下
の
類
。
「
両
」
は
「
繍
」
に
同
じ
。

　
右
の
他
、
器
物
称
量
法
の
類
と
み
ら
れ
る
も
の
に
次
が
あ
る
。

○
　
大
奴
美
謁
　
哺
一
慶
（
4
6
）

　
　
け
ふ

　
「
筐
」
は
か
ご
、
先
に
は
「
月
一
肉
一
薩
一
合
」
と
み
え
て
い
る
。

○
芥
一
傷
（
5
9
）
　
　
　
　
　
○
□
一
傷
（
6
0
）

　
　
　
　
　
　
1
■
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
’

　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ソ
一

〇
彌
醤
一
傷
一
6
）
　
　
　
　
○
月
一
肉
一
醤
一
傷
一
6
）
．
．

　
　
　
　
　
　
　
1
1
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
■
■

　
　
　
　
　
　
　
3

0
　
甘
酒
一
傷
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
1

　
し
や
う

　
「
傷
」
は
膓
杯
の
意
で
あ
ろ
う
。
別
に
「
傷
杯
柑
」
と
も
み
え
る
。

○
薫
鱈
一
客
（
6
8
）

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
ら
く

　
「
答
」
は
竹
器
、
竹
愛
篭
、
わ
ん
か
ご
。
別
に
「
卵
客
一
」
の
よ
う
な
「
（
食
品
）

客
一
」
と
い
う
形
が
一
一
例
も
み
え
て
い
る
。

　
以
上
に
お
い
て
留
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
い
、
こ
の
資
料
で
は
、
量
詞
は
、
部
分
的
に
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　
ろ
、
用
い
ら
れ
て
い
る
量
詞
は
、
「
双
」
「
両
」
、
「
合
」
「
具
」
「
東
」
に
偏
り
が
ち

で
あ
り
、
ま
た
、
器
物
称
量
法
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
況
は
、
先
の
馬
王

堆
一
号
漢
墓
、
そ
の
他
、
早
期
の
資
料
と
同
様
で
あ
る
。

　
は
、
「
乗
」
は
、
こ
の
前
後
の
資
料
に
お
い
て
も
安
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
量

詞
で
あ
る
が
、
「
牛
車
」
一
関
連
し
て
木
車
三
点
も
出
土
し
て
い
る
）
を
も
こ
れ
で
数

え
る
の
は
異
例
で
あ
る
。

　
に
、
「
匹
」
も
、
安
定
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
量
詞
で
あ
る
が
、
「
牛
」
（
関
連
し

て
、
黒
色
木
牛
一
点
も
出
土
し
て
い
る
）
を
も
こ
れ
で
数
え
る
の
は
異
例
で
あ
る
。

　
ほ
、
「
双
」
に
っ
き
、
用
例
の
二
斗
壷
一
双
」
コ
ニ
斗
壷
一
双
」
「
竿
一
孟
ヵ
二
二

双
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
出
土
し
た
実
物
の
小
漆
壷
二
点
、
大
漆
壷
二
点
、
漆
孟
六
点

と
対
応
す
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
壷
や
孟
、
ま
た
盤
や
大
耳
杯
は
、
当
時
、
二

点
（
ニ
ケ
）
を
一
単
位
（
一
組
）
と
し
て
敢
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
別

に
、
「
五
斗
壷
四
」
一
1
8
）
と
も
み
え
る
が
、
こ
れ
は
大
陶
壷
四
点
の
意
味
の
よ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
ー

あ
る
。

　
へ
、
「
捜
」
「
枚
」
は
一
例
ず
つ
み
え
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
お
い
て
は
貴
重
な
用

例
で
あ
る
が
、
「
船
」
は
、
墓
主
の
生
前
の
生
活
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
そ
う

　
と
、
「
繕
」
（
き
ぬ
）
に
「
束
」
を
用
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
衣
装
に
仕
立
て
る
前

の
段
階
に
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

　
ち
、
「
禅
衣
」
「
禅
儒
」
「
複
儒
」
「
袴
」
「
襲
」
「
抱
」
「
莫
」
「
余
」
の
衣
類
は
二
九

例
も
み
え
て
い
る
が
、
量
詞
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
に
量
詞
の
「
領
」

一
禅
衣
な
ど
）
、
「
両
」
（
袴
）
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
前
漢
の
中
期
以

降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
居
延
簡
蹟
、
敦
煙
簡
蹟
、
連
雲
港
侍
其
鎌
墓
木
蹟
な
ど
に

は
、
そ
れ
ら
の
用
例
が
多
く
み
え
て
い
る
。

　
り
、
量
詞
「
両
」
は
、
「
轍
」
「
履
」
を
数
え
る
場
合
に
は
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
が
前
漢
の
初
期
に
お
け
る
情
況
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
量
詞
が
「
袴
」
（
ズ

sokyu

sokyu
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ボ
ソ
下
、
股
引
、
脛
衣
）
を
数
え
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
（
用
法

の
拡
大
）
、
そ
の
中
期
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
両
」
は
「
繍
」
二
そ
ろ
い

の
は
き
も
の
）
の
仮
借
で
あ
る
。
「
両
」
は
、
当
初
、
は
き
も
の
（
履
や
抹
）
を
数

え
る
量
詞
と
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
付
、
江
陵
鳳
鳳
山
九
号
漢
墓
竹
簡

　
簡
文
の
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
一
八
点
で
あ
る
が
、
こ
の
内
、
数
量
表
現
に
関
わ

る
の
は
二
二
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
量
詞
、
お
よ
び
、
器
物
名
を
添
え
る
形
式
と
、

「
…
小
嚢
一
盛
豆
」
と
い
う
形
式
と
の
二
様
に
分
た
れ
る
。
前
者
に
い
う
量
詞
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
・
＼

「
合
」
二
例
で
あ
り
、
器
物
名
と
は
「
笥
」
二
例
、
「
客
」
四
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
∪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
⊥

○
　
大
踊
検
養
一
一
合
（
7
9
）
　
　
　
○
　
小
蹄
検
轟
二
合
（
7
9
）

　
　
　
　
　
　
Ω
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
0

0
肉
一
笥
（
9
）
　
　
　
　
　
o
踊
一
笥
（
7
9
）

　
　
　
　
　
　
4
7

0
魚
一
客
（
7
9
）
　
　
　
　
　
○
鐘
一
客
一
閉
）

　
　
　
　
　
　
ρ
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
‘

○
卵
一
客
一
7
9
）
　
　
　
　
　
○
箏
一
客
（
7
9
）

　
後
者
は
、
器
物
名
一
容
器
）
を
先
に
記
し
、
そ
の
数
、
そ
の
内
容
を
下
に
記
す
も

の
で
あ
る
一
五
例
）
。
「
盛
」
に
は
、
杯
・
秤
に
通
じ
て
物
を
盛
る
器
（
わ
ん
・
は
ち
）

の
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

0
　
赤
誘
小
嚢
一
盛
豆
（
7
9
）
　
　
　
○
　
□
緩
小
嚢
一
盛
口
（
8
0
）

　
赤
や
白
の
ぬ
い
と
り
の
あ
る
小
袋
一
点
ず
つ
に
豆
を
盛
っ
て
供
え
た
ら
し
い
。

　
　
　
四
　
江
陵
鳳
風
山
一
〇
号
漢
墓
木
蹟

　
こ
の
一
〇
号
墓
は
、
次
に
引
く
木
蹟
嚢
面
の
記
文
に
よ
り
、
景
帝
四
年
（
紀
元
前

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
頼
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

一
五
三
年
）
に
死
去
し
た
張
優
の
も
の
と
さ
れ
る
。
出
土
し
た
竹
簡
・
木
蹟
の
内
、

こ
こ
で
は
、
遣
策
（
木
蹟
）
一
点
だ
け
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
の
表
裏
に
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
葵
錫
圭
氏
に
よ
る
）
。

　
　
　
　
（
一
段
目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
段
目
）

　
一
表
）
竹
司
董
一
　
　
　
　
　
　
　
　
尺
卑
二
具

　
　
　
　
望
笥
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
卑
二
具

　
　
　
　
□
一
函
ヵ
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
検
一
璽
一
具

　
　
　
　
大
奴
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
檎
一
具

　
　
　
　
大
碑
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
子
毒
一
具

　
　
　
　
□
□
卑
一
二
具

　
　
　
　
（
三
段
目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
段
目
）

　
　
　
　
案
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊
二
束

　
　
　
　
布
嚢
食
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豚
一

　
　
　
　
糠
嚢
米
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
一
具

　
　
　
　
布
帷
一
長
丈
四
二
福
璽
　
　
　
　
赤
杯
三
具

　
　
　
　
瓦
器
凡
士
二
物
　
　
　
　
　
　
　
黒
杯
五
　
　
　
　
　
（
1
正
）

　
一
裏
）
酒
□
二
斗
一
　
（
二
字
目
は
木
偏
）

　
　
　
　
四
年
后
九
月
辛
亥
平
里
五
夫
二
大
き
俣
曇
優
□
□

　
　
　
　
地
下
□
優
衣
器
物
所
以
察
一
？
一
具
一
？
一
器
物
口
令

　
　
　
　
食
一
、
一
以
律
令
従
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
背
）

　
裏
面
は
、
死
者
の
埋
葬
年
月
、
そ
の
身
分
・
姓
名
を
記
し
て
地
下
一
冥
土
）
の
吏

に
宛
て
た
通
達
文
書
で
あ
り
、
一
種
の
通
行
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
で
も
あ
る
。
表
面
は
、

そ
の
死
者
の
携
行
す
る
衣
器
物
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　
表
面
の
釈
文
に
つ
き
、
黄
盛
璋
氏
「
江
陵
鳳
風
山
漢
墓
簡
蹟
及
其
在
歴
史
地
理
研

sokyu
　　

sokyu

sokyu
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
一

究
上
的
価
値
」
一
『
文
物
』
、
一
九
七
四
年
第
六
期
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
表
面
の
一
段
旦
二
行
目
は
「
圃
（
箸
篭
）
一
」
、
同
六
行
目
は
「
□
（
大
）
食

　
　
卑
一
一
（
廃
）
一
具
」
、
二
段
目
一
行
目
は
「
欠
（
次
）
卑
一
廃
）
一
具
」
、
同
二

　
　
行
目
は
「
食
卑
（
虎
）
一
具
」
、
三
段
目
の
二
、
三
行
目
の
「
嚢
」
に
つ
い
て

　
　
は
「
嚢
（
或
）
嚢
」
、
四
段
目
一
行
目
は
「
蹄
二
干
（
孟
）
」
、
同
二
行
目
は
「
豚

　
　
一
□
」
、
同
三
行
目
は
「
桓
一
槌
）
一
具
」
、
同
四
行
目
は
「
赤
梧
一
杯
一
一

　
　
具
」

　
量
詞
は
、
「
具
」
「
束
」
あ
る
い
は
、
「
孟
」
「
人
」
「
幅
」
の
計
二
一
例
が
み
え
て

い
る
。
全
体
の
半
ば
を
こ
え
る
が
、
「
笥
」
（
出
土
遺
物
に
竹
笥
一
点
）
や
「
案
」
一
同

漆
案
一
点
一
な
ど
に
は
そ
れ
が
な
い
。
多
い
の
は
「
具
」
八
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
出
土
遺
物
の
大
漆
盟
二
点
、
中
漆
盟
二
点
、
小
漆
舟
皿
二
点
、
漆
奮
・
漆
食
、

木
蹟
六
点
、
漆
碗
二
点
（
以
上
二
段
目
相
当
）
、
木
椎
三
点
、
漆
耳
杯
大
・
中
・
小

の
七
点
（
同
四
段
旦
二
・
四
行
目
相
当
）
に
対
応
す
る
。
「
具
」
は
、
二
点
か
ら
六

・
七
点
ま
で
の
複
数
の
器
物
の
数
を
い
う
も
の
ら
し
い
（
不
定
数
集
合
法
）
。

　
な
お
、
右
の
遣
策
以
外
の
文
書
に
お
い
て
は
、
「
石
」
「
斗
」
「
升
」
の
単
位
、
お

よ
び
、
「
吉
」
コ
戸
」
「
銭
」
「
人
」
な
ど
の
他
、
次
の
量
詞
が
み
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

0
　
（
上
略
）
爾
笥
三
合
一
一
五
十
四
直
百
六
十
四
一
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
　
九
月
十
五
目
付
司
□
□
笥
二
合
一
五
十
四
直
百
八
棄
四
繁
一
一
七
直
廿
八
⑱
凡
百

　
　
柑
六
一
2
2
一

　
　
　
　
　
1

　
「
笥
－
…
合
」
は
安
定
し
て
い
る
一
他
例
略
）
。
「
繋
」
を
「
素
（
東
）
」
と
み
る

説
も
あ
る
（
黄
盛
璋
氏
）
。

　
　
　
　
五
　
江
陵
鳳
風
山
一
六
七
号
漢
墓
木
簡

　
　
　
　
　
付
、
同
一
六
九
号
漢
墓
竹
簡

　
一
九
七
五
年
一
〇
月
、
一
一
月
、
紀
南
の
故
域
か
ら
前
漢
初
期
の
墓
葬
一
基
が
発

見
さ
れ
、
左
記
に
そ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
○
鳳
風
山
一
六
七
号
漢
墓
発
掘
整
理
小
組
「
江
陵
鳳
風
山
一
六
七
号
漢
墓
発
掘
簡

　
　
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
一
〇
期
。

　
墓
葬
年
代
は
、
前
漢
の
文
帝
・
景
帝
の
紀
元
前
一
七
九
年
か
ら
一
四
一
年
の
問
と

さ
れ
、
随
葬
品
、
お
よ
び
、
そ
の
遣
策
が
出
土
し
た
。
遣
策
は
、
木
簡
七
四
点
か
ら

成
る
。
各
簡
の
長
さ
二
三
セ
ソ
チ
、
幅
一
・
O
、
一
・
五
セ
ソ
チ
。
簡
頭
よ
り
七
セ

ソ
チ
の
と
こ
ろ
で
麻
紐
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
、
冊
書
を
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

書
体
は
草
隷
。
次
に
そ
の
考
釈
が
あ
る
。

　
○
吉
林
大
学
歴
史
系
考
古
専
業
赴
紀
南
域
開
門
辮
学
小
分
隊
「
鳳
風
山
ニ
ハ
七
号

　
　
漢
墓
遣
策
考
釈
」
、
『
文
物
』
一
九
七
六
年
第
一
〇
期
。

　
図
版
は
、
前
掲
『
書
道
資
料
集
成
』
第
二
一
巻
、
釈
文
は
、
同
『
散
見
簡
蹟
合
輯
』

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
一
後
者
に
は
重
複
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
）
。

　
木
簡
七
四
点
に
お
い
て
、
量
詞
は
次
の
よ
う
に
み
え
て
い
る
。

　
　
ガ
フ

　
ω
　
合

○
　
大
盛
一
合
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
○
小
盛
二
合
一
2
2
）

○
　
繕
笥
合
中
繕
直
二
千
万
一
5
7
）

　
墓
頭
箱
か
ら
は
、
大
倉
と
合
皿
各
一
点
、
小
食
二
点
の
随
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。

　
　
サ
イ

　
②
歳

○
　
騒
牡
馬
二
匹
歯
六
歳
一
2
）

　
馬
（
但
し
、
明
器
）
の
年
数
、
ま
た
は
、
年
齢
を
い
う
。

sokyu
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サ
ウ

　
㈹
　
離
叉

○
緒
卑
匿
一
隻
（
3
5
）
　
　
　
○
食
卑
厘
一
隻
（
3
6
）

　
「
隻
」
は
、
漢
代
に
よ
く
行
わ
れ
た
「
蟹
（
双
）
」
の
省
文
と
さ
れ
、
「
一
隻
（
離
叉
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
て
い

は
一
対
の
意
と
な
る
。
「
卑
厘
」
は
、
漆
器
の
皿
や
盤
。
右
は
、
随
葬
品
の
盟
各
二

点
と
対
応
す
る
が
、
こ
の
器
物
は
、
別
に
「
枚
」
で
数
え
て
も
い
る
。

　
　
　
ジ
ヨ
ウ

　
ω
　
乗

○
輻
一
乗
（
1
）
　
　
　
　
　
○
牛
一
車
一
乗
（
u
一

　
前
者
は
、
墓
主
の
乗
る
御
者
付
き
二
頭
立
て
の
馬
車
を
い
う
。
明
器
の
木
輻
車
が

出
土
し
て
い
る
。
後
者
は
、
「
一
」
は
踊
り
字
で
、
「
牛
、
牛
車
一
乗
」
と
表
記
し
た

に
等
し
い
。
牛
、
木
牛
車
各
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
「
乗
」
字
は
、
考
釈
に
「
両
」

と
す
る
が
、
図
版
に
よ
れ
ば
、
こ
の
字
は
第
一
簡
の
「
輯
一
乗
」
の
三
字
目
に
同
じ

で
あ
る
。
輻
車
、
牛
車
を
と
も
に
「
乗
」
で
数
え
た
用
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　
ニ
ン

　
⑤
　
人

○
　
御
者
一
人
（
3
一
　
　
　
　
　
　
〇
　
謁
者
二
人
（
5
）

○
　
侍
女
子
二
人
大
稗
一
6
）
　
　
　
○
　
責
侍
女
子
二
人
緩
衣
大
稗
一
7
）

　
こ
の
他
、
大
奴
・
小
奴
な
ど
に
「
人
」
を
添
え
た
例
が
八
簡
、
九
例
み
え
て
い
る
。

　
　
ヒ
ツ

　
⑥
　
匹

○
　
麗
牡
馬
二
匹
歯
六
歳
（
2
）

　
「
駿
」
は
、
赤
馬
黒
髪
尾
で
、
墓
中
か
ら
は
木
馬
二
点
が
出
て
い
る
。

　
　
マ
イ

　
ω
　
枚

○
　
村
二
枚
一
1
8
一
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
醤
椿
柑
枚
（
1
9
）

○
　
孟
四
枚
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
灸
卑
厘
四
枚
（
2
1
）

○
A
一
枚
一
2
3
）
一
A
の
偏
は
「
木
」
、
芽
は
「
達
」
、
「
挺
」
字
か
）

○
　
小
臓
検
轟
二
枚
（
2
4
一
　
　
　
〇
　
大
聴
検
轟
二
枚
一
2
5
）

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

〇
　
三
斗
壷
二
枚
（
2
6
）
　
　
　
　
　
○
　
尺
卑
厘
六
枚
（
2
7
）

○
　
黒
梧
廿
枚
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
○
　
小
杷
一
枚
（
2
9
）

○
　
醤
杷
一
枚
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
○
　
傷
梧
柑
枚
（
3
1
）

○
　
大
押
一
枚
一
3
2
）
　
　
　
　
　
〇
　
一
斗
検
蚕
一
枚
一
3
3
）

〇
　
二
斗
検
蚕
一
枚
（
3
4
）
　
　
　
○
　
盆
孟
一
枚
（
3
8
）

〇
　
一
石
缶
二
枚
（
3
9
）
　
　
　
　
　
○
　
漿
蟹
二
枚
（
4
0
）

○
竈
一
枚
（
4
1
）
　
　
　
　
　
○
国
一
枚
（
4
2
）

○
　
央
皿
二
枚
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
○
　
酒
嬰
二
枚
（
4
4
）

○
釜
一
枚
（
4
5
）
　
　
　
　
　
○
願
一
枚
（
4
6
）

○
　
薄
土
一
枚
一
5
8
）
　
　
　
　
　
　
○
　
扇
一
枚
（
6
4
）

○
　
柁
箸
管
一
〔
枚
〕
（
6
5
）
　
　
　
　
○
　
固
魚
一
枚
（
6
6
）

○
　
鞠
客
一
枚
（
6
7
）
　
　
　
　
　
　
○
　
茜
客
一
枚
（
6
8
）

○
　
栂
客
一
枚
（
6
9
）
　
　
　
　
　
　
○
　
李
客
一
枚
一
7
0
）

○
　
生
栂
客
一
枚
一
7
1
）
　
　
　
　
　
○
　
卵
客
一
枚
一
7
2
一

〇
　
采
客
一
枚
（
7
3
）
　
　
　
　
　
　
○
　
窪
客
一
枚
（
7
4
）

　
大
小
の
耳
杯
、
同
孟
、
舟
皿
、
匝
。
、
大
小
の
円
奮
、
壷
、
大
小
の
后
、
扁
壷
、
篭
、

大
小
の
罐
、
仕
、
倉
、
大
小
の
盆
、
釜
、
甑
、
ま
た
、
竹
扇
、
土
映
、
竹
篠
筒
、
竹

客
な
ど
に
広
く
「
枚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
固
魚
一
枚
」
も
固
魚
を
入
れ
た
竹

客
を
い
う
一
魚
骨
若
干
の
入
っ
た
竹
客
が
出
土
し
て
い
る
）
。
次
は
、
数
詞
の
下
の

字
を
欠
き
、
考
釈
は
こ
こ
を
「
隻
一
讐
）
」
と
推
測
し
て
い
る
。
だ
が
、
随
葬
品
の

盟
二
点
と
照
合
す
れ
ば
、
こ
こ
も
「
枚
」
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
○
　
膳
卑
匿
二
〔
隻
〕
（
3
7
）

　
右
の
他
、
簡
5
9
∫
6
3
の
五
簡
に
は
、
「
稲
柄
米
二
石
」
一
5
9
）
の
よ
う
な
「
石
」
が

み
え
て
い
る
。
こ
れ
は
五
穀
類
を
計
量
す
る
単
位
で
あ
る
。
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

器
物
称
量
法
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
器
」
に
よ
る
三
例
が
み
え
て
い
る
。

○
　
肉
醤
一
器
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
○
　
禰
一
壁
酒
一
器
（
4
8
）

○
　
辮
醤
一
器
（
5
0
一

　
次
の
五
例
は
、
「
…
嚢
一
、
盛
コ
ー
　
斗
」
と
解
す
べ
き
用
例
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
赤
緩
嚢
一
盛
□
一
5
1
）
　
　
　
　
○
　
青
奇
一
緕
一
嚢
一
盛
粁
森
．
称
一
（
5
2
）

○
　
青
奇
一
縞
一
嚢
一
盛
募
（
5
3
）
　
　
○
　
続
嚢
一
盛
八
千
金
（
5
4
）

○
　
素
緩
嚢
一
盛
万
九
千
金
（
5
6
一

　
こ
の
他
、
量
詞
の
み
ら
れ
な
い
簡
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

〇
　
五
穀
嚢
一
誘
（
5
5
）
　
　
　
　
　
○
　
繕
笥
合
中
繕
直
二
千
万
（
5
7
）

○
続
蓋
一
（
4
）
　
　
　
　
　
　
○
　
牛
一
車
一
両
（
1
1
）

○
藍
一
璽
器
一
（
4
9
）

　
　
し
う
　
　
　
　
ぬ
い
と
り

　
「
緩
」
は
「
繍
」
に
同
じ
。
先
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
次
例
は
、
「
笥
」
と
「
合
」

と
の
間
に
句
読
点
が
位
置
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
例
の
「
縦
」
と
は
、
紫
色
の
絹

の
車
蓋
を
い
う
。
次
の
、
「
牛
、
牛
車
一
両
」
の
「
牛
」
に
も
量
詞
が
な
い
が
、
踊

り
字
の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
第
五
例
は
、
こ
の
前
後
に
「
肉
醤
一
器
」
の
よ
う
な
例

が
位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
上
に
「
器
」
字
が
あ
る
た
め
に
、
同
字
が
省
か
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
か
ら
す
る
と
、
こ
の
遺
策
に
お
い
て
は
、
量
詞
を
添
え
る
こ
と
が
原
則
と
な

っ
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
量
詞
を
用
い
な
い
例
は
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。
ま

た
、
量
詞
の
内
で
も
「
枚
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
器
物
称
量
法
の
僅
少
で
あ

る
こ
と
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
に
み
て
き
た
と
こ
ろ
と
多
分
に
相
違
し
て
い
る
。

「
合
」
の
用
例
は
極
端
に
少
な
く
、
「
口
」
や
「
具
」
の
例
は
皆
無
で
あ
る
。

　
随
葬
品
の
品
目
が
大
き
く
変
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
漆
器
、
陶
器
、
竹
木
器
の
類

は
、
お
お
む
ね
、
「
枚
」
を
も
っ
て
数
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
、
こ
の
時
期
に
お

け
る
こ
の
遣
策
の
特
徴
で
あ
る
◎

　
　
　
付
、
江
陵
鳳
鳳
山
一
六
九
号
漢
墓
竹
簡

　
こ
の
竹
簡
の
内
、
一
七
点
が
、
既
掲
『
散
見
簡
蹟
合
輯
』
（
二
三
丁
一
三
三
頁
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
詠
偉
超
氏
「
古
史
分
期
問
題
的
考
古
学
観
察
（
一
）
」

（
『
文
物
』
、
一
九
八
一
年
第
五
期
）
、
陳
振
裕
氏
「
従
鳳
風
山
簡
蹟
看
文
景
時
期
的

農
業
生
産
」
（
『
農
業
考
古
』
、
一
九
八
二
年
第
一
期
）
等
の
論
文
に
拠
っ
た
と
い
う
。

簡
文
は
、
や
は
り
、
随
葬
品
リ
ス
ト
で
あ
る
。

　
量
詞
は
、
次
の
五
種
類
が
み
え
て
い
る
。

　
　
　
）
ソ
ヨ
ウ

　
ω
　
乗

○
　
牡
牛
一
有
車
一
乗
件
者
一
人
一
8
）

　
牛
車
を
二
乗
」
と
数
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
件
」
字
に
っ
き
、
愈
俸
超
氏
は

「
件
（
牛
一
」
、
陳
振
裕
氏
は
「
牛
」
と
翻
字
さ
れ
て
い
る
。
文
脈
不
審
。

　
　
サ
ウ

　
②
　
鱗
叉

○
　
木
壷
一
隻
盛
膠
（
4
4
）
　
　
（
「
隻
」
は
「
麟
叉
」
の
省
文
）

　
　
ニ
ソ

　
③
　
人

○
　
小
児
一
人
（
9
）
　
　
　
　
　
　
○
　
謁
者
一
人
（
u
）

　
こ
の
量
詞
は
、
こ
の
他
に
も
三
例
み
え
て
い
る
が
、
「
美
童
一
」
一
6
）
の
よ
う
に
、

そ
れ
を
伴
わ
な
い
例
も
あ
る
。

　
　
ヒ
ツ

　
④
　
匹

○
　
麗
牡
馬
二
匹
（
2
）

　
　
マ
イ

⑤
　
枚

○
　
口
般
二
枚
盛
肉
醤
豆
醤
（
4
5
）
　
○
　
大
□
二
枚
盛
一
4
7
）

sokyu

sokyu
　と

sokyu
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量
詞
の
み
え
な
い
の
は
、
右
の
「
牡
牛
一
」
「
美
童
一
」
と
、
次
の
七
例
で
あ
る
。

○
　
服
租
一
（
5
）
　
　
　
　
　
　
○
　
園
一
（
3
8
）

○
　
肉
慶
一
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
魚
筐
二
（
4
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
醤
）

○
　
菜
筐
一
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
嬰
塞
一
盛
沢
又
一
盛
□
又
一
盛
将
（
4
6
）

○
　
口
田
車
口
一
（
5
5
）

　
「
筐
」
「
墾
」
な
ど
に
は
添
え
ら
れ
て
よ
さ
そ
う
だ
が
、
量
詞
は
み
え
て
い
な
い
。

　
　
　
六
　
江
陵
鳳
風
山
一
六
八
号
漢
墓
竹
蹟

　
こ
の
墓
葬
は
、
一
九
七
五
年
三
月
に
発
見
さ
れ
た
。
出
土
し
た
竹
蹟
に
よ
り
、
埋

葬
時
は
、
前
漢
、
文
帝
初
元
十
三
年
一
紀
元
前
一
六
七
年
）
五
月
ニ
ニ
目
、
墓
主
は
、

　
　
　
　
　
　
　
え
い
す
い

市
陽
里
の
五
大
夫
嬰
隊
火
一
遂
一
と
知
ら
れ
る
。
そ
の
湿
屍
（
五
五
歳
前
後
の
男
性
）

も
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
と
し
て
左
記
が
あ
る
。

　
○
紀
南
城
鳳
風
山
ニ
ハ
八
号
漢
墓
発
掘
整
理
組
「
湖
北
江
陵
鳳
風
山
一
六
八
号
漢

　
　
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
五
年
第
九
期
。

　
ま
た
、
箭
之
梅
氏
に
「
従
江
陵
鳳
風
山
一
六
八
号
墓
看
漢
初
法
家
路
縫
」
（
『
考
古
』

一
九
七
六
年
第
一
期
）
、
黄
盛
璋
氏
に
「
関
干
江
陵
鳳
風
山
ニ
ハ
八
号
漢
墓
的
幾
箇

問
題
」
一
『
考
古
』
一
九
七
七
年
第
一
期
）
の
言
及
が
あ
る
。

　
随
葬
品
と
し
て
、
，
天
秤
・
分
銅
、
文
具
（
筆
、
墨
、
硯
）
、
漆
器
、
木
器
、
竹
器
、

陶
器
、
締
麻
織
品
、
玉
印
（
「
遂
」
字
）
、
簡
頼
一
竹
簡
六
六
点
、
竹
蹟
一
点
）
、
そ

の
他
が
出
土
し
た
。

　
「
簡
報
」
に
よ
れ
ば
、
竹
簡
は
遣
策
で
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
長
さ
二
四
・
二
∫

二
四
・
七
セ
ソ
チ
、
幅
○
・
七
∫
O
・
九
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。

簡
文
の
記
載
方
法
と
し
て
、
三
様
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
①
器
物
の
名
称
、
大
小
、
数
量
を
記
載
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
八
寸
卑
逓
（
漆
盤
）
三
隻
（
蟹
）

　
　
　
　
　
　
大
五
斗
押
（
大
扁
壷
）
一

　
　
②
器
物
の
名
称
、
数
量
、
位
置
を
記
載
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
杖
一
左
棺
中

　
　
③
器
物
の
分
類
小
結
を
記
載
し
た
も
の
一
簡
頂
に
一
印
を
書
く
）

　
　
　
　
　
　
凡
車
三
乗
、
馬
十
匹
、
人
柑
六
、
船
一
模
、

　
　
　
　
　
　
右
方
器
籍
柑
四
牒

　
ま
た
、
先
の
猷
偉
超
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
竹
簡
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

○
　
大
奴
良
等
廿
八
人
、
大
碑
益
等
十
八
人
　
　
○
　
美
女
子
四
人
、
大
碑

○
　
美
人
女
子
十
人
、
大
碑
　
　
○
　
国
人
、
大
奴
　
　
○
　
田
又
二
人
、
大
奴

○
　
牛
車
一
両
、
竪
一
人
、
大
奴
　
　
○
　
従
馬
男
子
四
人
、
大
奴

○
輻
車
一
乗
、
壷
一
、
馬
二
匹
、
御
一
人
、
大
奴

○
　
案
車
一
乗
、
馬
四
匹
、
有
去
皿
、
御
一
人
、
大
奴

○
　
田
者
男
女
各
四
人
、
大
奴
大
碑
各
四
人

　
陳
振
裕
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
竹
簡
も
あ
り
、

○
　
大
哺
検
養
一
一
合
（
1
3
）
　
　
　
　
○
　
小
鶏
検
養
二
合
（
1
5
）

○
　
大
笥
一
合
（
6
0
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
月
一
肉
一
月
一
肉
一
笥
一
合
（
6
1
）

○
　
客
十
二
枚
（
6
2
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
蹄
六
串
（
6
3
）

ま
た
、
量
詞
を
伴
わ
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

○
　
方
平
盟
一
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
小
盛
聴
平
盟
二
（
2
0
）

○
　
大
食
桑
二
一
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
○
　
大
米
桑
七
一
5
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
フ
　
　
サ
ウ
　
　
　
　
　
　
サ
ウ
　
ジ
ョ
ウ
　
　
セ
ン
　
　
テ
フ
　
　
ニ
ソ
　
　
ヒ
ツ

　
右
に
よ
れ
ば
、
「
合
」
「
隻
　
（
誰
叉
）
」
「
櫻
」
「
乗
」
「
串
」
「
牒
」
「
人
」
「
匹
」
「

マ
イ

枚
」
な
ど
、
量
詞
は
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
竹
簡
全
体
に
つ
い
て
の
公
表
が
倹
た
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中
国
古
代
募
葬
出
土
簡
頼
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

れ
よ
う
。

　
竹
蹟
一
点
は
、
長
さ
二
一
二
・
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
四
・
一
∫
四
・
四
セ
ソ
チ
、
幅
の
広

い
竹
の
表
面
を
五
面
に
削
っ
て
作
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
旅
券
、
一
パ
ス
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

墓
主
の
埋
葬
さ
れ
た
年
月
、
そ
の
姓
名
、
籍
貫
、
身
分
、
携
行
物
等
を
記
載
し
、
地

下
の
官
吏
に
宛
て
た
書
面
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
文
字
は
草
隷
体
で
あ
る
。

〇
　
十
三
年
五
月
庚
辰
、
江
陵
丞
敢
告
地
下
丞
、
市
陽
五

　
　
夫
≧
隊
火
自
言
、
與
大
奴
良
等
廿
八
人
、
大
碑
益
等
十
八
人
、
輻
車

　
　
二
乗
、
牛
車
一
両
、
駿
馬
四
匹
、
駆
馬
二
匹
、
騎
馬
四
匹
、

　
　
可
行
、
吏
以
従
事
、
敢
告
主
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
、

　
右
の
釈
文
は
、
大
庭
脩
氏
に
よ
る
。
文
面
は
、
漢
で
は
伝
、
ま
た
は
、
栗
、
唐
、

お
よ
び
、
日
本
で
は
過
所
と
よ
ば
れ
る
身
分
証
明
書
で
あ
り
、
文
意
は
、
江
陵
県
の

丞
（
江
陵
県
次
官
）
が
地
下
の
丞
（
冥
土
の
次
官
）
に
通
達
す
る
、
本
県
市
陽
里
の

五
大
夫
の
隊
火
が
自
ら
申
告
す
る
に
は
、
大
奴
良
等
廿
八
人
一
中
略
）
騎
馬
四
匹
と
と

も
に
地
下
へ
行
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
、
地
下
の
吏
は
所
定
の
ご
と
く
処
置
さ
れ

た
い
、
地
下
の
主
に
通
達
す
る
、
と
な
る
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
擬
製
文
書
は
、
先

の
一
〇
号
墓
に
も
み
ら
れ
た
。

　
大
奴
良
以
下
は
、
墓
主
の
旅
立
ち
に
伴
う
随
行
者
、
お
よ
び
、
車
馬
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
、
随
葬
品
リ
ス
ト
を
も
兼
ね
て
い
る
。
墓
葬
か
ら
は
、
木

傭
六
一
点
、
木
馬
一
〇
点
、
木
船
・
木
車
の
模
型
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。

　
竹
蹟
に
み
え
る
量
詞
は
、
「
乗
」
「
人
」
「
匹
」
「
両
」
で
あ
る
。
「
乗
」
「
両
」
の
使

い
分
げ
の
あ
る
こ
と
、
対
象
物
の
す
べ
て
に
量
詞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
七
　
貴
県
羅
泊
湾
一
号
漢
墓
簡
蹟

　
一
九
七
六
年
六
月
下
旬
、
広
西
省
貴
県
羅
泊
湾
か
ら
、
前
漢
初
期
の
高
級
武
官
の

も
の
と
み
ら
れ
る
墓
葬
が
発
見
さ
れ
（
一
号
墓
）
、
銅
器
・
鉄
器
の
金
属
器
物
、
陶

器
、
玉
石
器
、
竹
木
器
、
漆
器
、
木
蹟
・
木
簡
、
紡
織
品
な
ど
、
ま
た
、
二
二
歳
か

ら
二
六
歳
ま
で
の
奴
碑
七
人
の
殉
葬
坑
が
出
土
し
た
。
左
記
に
そ
の
報
告
が
あ
る
。

　
○
広
西
壮
族
自
治
区
文
物
工
作
隊
「
広
西
貴
県
羅
泊
湾
一
号
墓
発
掘
簡
報
」
、
『
文

　
　
物
』
一
九
七
八
年
第
九
期
。

　
○
広
西
壮
族
自
治
区
博
物
館
編
『
広
西
貴
県
羅
泊
湾
漢
墓
』
、
一
九
八
八
年
八
月
、

　
　
文
物
出
版
杜
。

　
木
蹟
は
五
点
出
土
し
た
が
、
内
二
点
は
完
整
、
他
三
点
は
残
破
、
木
簡
十
余
点
も

残
破
し
て
一
部
釈
読
で
き
る
だ
け
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
釈
文
は
既
掲
『
散
見
簡
蹟

合
輯
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
誤
脱
も
あ
る
。

　
〔
木
蹟
そ
の
一
〕

　
木
蹟
の
一
点
は
、
首
の
一
行
に
「
⑧
従
器
志
」
と
書
か
れ
た
長
さ
三
八
セ
ソ
チ
、

幅
五
・
七
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・
二
、
○
・
七
セ
ソ
チ
の
杉
板
で
、
表
側
は
五
段
（
そ

れ
ぞ
れ
一
〇
、
一
一
、
九
、
一
〇
、
八
行
を
書
く
）
、
裏
側
は
三
段
（
一
、
二
、
四

段
目
相
当
に
そ
れ
ぞ
れ
八
、
四
、
八
行
を
書
く
）
に
分
け
て
、
計
六
八
行
、
三
七
二

字
、
お
よ
び
、
一
九
ケ
の
符
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
書
体
は
秦
隷
。
い
わ
ゆ
る
随

葬
品
リ
ス
ト
で
、
こ
こ
に
は
日
常
用
品
七
〇
余
点
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
出
土
の

器
物
と
も
一
致
す
る
。

　
簡
文
六
八
行
に
お
け
る
量
詞
は
、
「
巻
」
「
発
」
「
領
」
各
一
例
で
あ
る
。

○
　
布
十
七
巻
一
笥
繕
縁
P
　
　
　
　
○
　
激
四
楮
一
一
一
、
一
十
発

○
　
衣
抱
五
十
領
二
笥
一
一
、
一
皆
繕
縁
P
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「
P
」
印
は
、
器
吻
点
検
用
の
符
号
と
さ
れ
る
。

　
器
物
称
量
法
の
類
と
し
て
は
、
「
笥
」
「
嚢
」
「
積
」
「
藍
」
「
嬰
」
に
よ
る
左
記
が

あ
る
。

○
　
有
州
二
小
統
一
’
一
、
一
笥
繕
縁
　
○
　
冠
十
金
薮
一
一
一
、
一
笥
繕
縁

○
　
．
丹
杯
百
一
笥
繕
縁
　
　
　
　
　
　
○
　
研
筆
刀
二
櫨
一
笥
繕
縁

○
　
博
具
一
笥
繕
縁
P
　
　
　
　
　
　
○
　
張
帷
一
笥

○
　
中
土
食
物
五
笥
　
　
　
　
　
　
　
○
　
越
服
矢
一
笥
繕
縁

○
坐
綱
一
嚢
　
　
　
　
　
　
○
拾
轍
具
一
嚢

○
　
梅
三
嚢
二
繕
一
布
縁
　
　
　
　
○
　
張
帷
柱
及
丁
一
嚢

○
　
倉
種
及
米
厨
物
五
十
八
嚢
　
　
　
○
　
炭
四
藍

○
　
鮎
三
嬰
腎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
厨
酒
十
三
嬰

　
「
笥
」
は
、
右
を
含
め
、
計
一
四
例
み
え
て
い
る
。

　
右
に
対
し
、
量
詞
を
用
い
な
い
例
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

○
　
丹
画
盾
各
一
繕
嚢
　
　
　
　
　
　
○
　
横
戟
三

〇
　
角
弩
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
　
弓
一

〇
　
小
大
斤
曲
削
格
二
繕
縁
笥
　
　
　
○
　
笠
一
繕
縁

○
　
⑧
有
実
笥
柑
一

　
こ
う
し
た
形
式
の
も
の
は
、
お
よ
そ
、
五
〇
余
例
み
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
数
詞

を
伴
わ
な
い
「
布
嚢
」
「
金
壷
繕
縁
其
藍
」
「
倉
器
□
」
「
金
斗
」
と
の
例
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
「
従
器
志
」
に
は
量
詞
は
極
め
て
少
な
い
。
多
い
の
は
数

詞
を
裸
で
用
い
る
用
例
で
あ
り
、
こ
れ
に
半
ば
し
て
い
る
の
が
器
物
称
量
法
で
あ
る
。

　
〔
木
蹟
そ
の
二
〕

　
木
績
の
ま
た
の
一
点
は
、
長
さ
二
五
・
ニ
セ
ン
チ
、
幅
四
・
八
セ
ソ
チ
で
、
表
裏

各
四
行
に
わ
た
っ
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
随
葬
さ
れ
た
農
具
の
リ
ス
ト
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
一
表
）
□
具
一
十
二
　
　
　
　
　
　
　
（
裏
一
橘
廿
八
其
真
カ
一
一
□
璽

　
　
　
　
□
□
□
銑
一
百
二
格
　
　
　
　
　
　
鉦
一
百
廿
具

　
　
　
　
橘
五
十
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銑
十
五
具

　
　
　
　
鉦
一
百
一
十
六
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
□
具

　
量
詞
と
し
て
は
「
具
」
だ
け
が
み
え
て
い
る
。

　
右
の
他
の
木
蹟
、
ま
た
、
木
簡
の
断
簡
、
封
泥
厘
な
ど
に
も
数
字
は
み
え
て
い
る

が
、
量
詞
は
み
え
な
い
よ
う
で
あ
る
一
「
石
」
「
尺
」
「
寸
」
が
み
え
る
）
。

　
　
　
八
　
連
雲
港
侍
其
鎌
墓
木
蹟
一
木
方
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

　
一
九
七
三
年
一
二
月
、
江
蘇
省
連
雲
港
市
海
州
区
南
門
大
隊
網
唾
荘
の
付
近
で
、

前
漢
中
晩
期
の
夫
妻
合
葬
墓
一
木
樺
双
棺
）
一
基
が
発
見
さ
れ
た
。
骨
骸
よ
り
、
北

棺
は
老
い
た
男
性
、
南
棺
は
老
い
た
女
性
と
判
断
さ
れ
、
出
土
の
銀
印
の
印
文
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
え
う

前
者
の
名
は
「
侍
其
鎌
」
と
判
明
し
た
。
墓
中
よ
り
、
漆
器
、
木
器
、
銅
器
、
木
蹟

（
木
方
）
、
そ
の
他
が
出
土
し
、
こ
の
問
の
事
情
に
つ
い
て
は
左
記
に
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　
○
南
波
「
江
蘇
連
雲
港
市
海
州
西
漢
侍
其
鎌
墓
」
、
『
考
古
』
一
九
七
五
年
第
三
期
。

　
　
木
蹟
の
募
本
を
掲
げ
る
。

　
木
憤
一
木
方
）
は
、
北
棺
・
南
棺
各
一
点
が
出
土
し
た
。
北
棺
の
そ
れ
は
二
一
二
・

○
セ
ソ
チ
、
幅
七
・
五
セ
ソ
チ
、
厚
さ
○
・
五
セ
ソ
チ
で
、
保
存
良
好
。
草
隷
体
で
、

上
中
下
三
段
（
そ
れ
ぞ
れ
九
、
九
、
七
行
の
計
二
五
行
）
に
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
随
葬
品
リ
ス
ト
（
遺
策
一
で
あ
る
。
次
に
引
用
す
る
。
南
棺
の
木
蹟
は
、
文

字
が
消
え
て
い
る
。

　
　
紅
野
王
縛
復
裸
楡
紅
丸
縁
一
領
衣
1
　
□
自
七
丸
復
褥
楡
一
領
1
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口
野
王
椅
復
衣
完
□
縁
一
領
衣
－
　
　
紗
穀
復
衣
一
領
－

　
　
□
穀
禅
衣
一
領
衣
－
　
　
　
　
　
　
　
練
禅
儒
三
－
口
寸
．

　
　
□
穀
復
儒
一
領
白
丸
縁
衣
－
　
　
　
　
凍
黄
丸
復
緯
一
－

　
　
練
禅
儒
一
領
白
丸
縁
衣
－
　
　
　
　
　
白
丸
復
□
一
－

　
　
白
丸
復
緯
一
衣
－
　
　
　
　
　
　
　
　
白
丸
吉
緯
一
1

　
　
□
縞
復
衣
棟
黄
丸
縁
一
領
－
　
　
　
　
紗
穀
復
襲
一
－

　
　
自
野
王
緒
復
衣
一
領
－
　
　
　
　
　
　
雪
丸
吉
衣
出
口
緯
緯
上
禅
衣
各
一
領
－

　
　
棟
黄
汰
復
褥
楡
一
領
－
　
　
　
　
　
　
繍
□
栓
一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
、
上
段
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
右
、
中
段
）

　
　
繍
復
被
一
－

　
　
緒
縞
被
復
一
1

　
　
□
台
復
被
一
－

　
　
雪
丸
復
衣
練
回
上
禅
各
一
－

　
　
枝
穀
□
衣
緩
上
禅
各
一
－

　
　
紗
羅
復
衣
一
－

　
　
復
宅
沐
褥
楡
一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
右
、
下
段
）

　
「
擢
」
は
「
擦
」
、
「
勲
」
は
「
穀
」
、
「
衣
」
は
長
抱
の
よ
う
な
も
の
か
、
「
儒
」

は
短
衣
、
「
丸
」
は
「
純
」
に
同
じ
で
「
完
」
の
意
か
、
ま
た
、
鳳
風
山
八
号
漢
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

竹
簡
に
「
完
素
一
束
」
一
4
）
と
み
え
る
類
に
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。
「
復
衣
」
は
裏
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

き
、
「
禅
衣
」
は
単
衣
を
い
う
。

　
右
は
、
衣
服
締
織
品
等
二
五
点
を
各
一
行
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
量
詞
と
し

て
は
、
「
領
」
の
一
例
だ
げ
が
み
え
て
い
る
（
延
一
一
例
）
。
こ
の
他
、
量
詞
を
用
い

ず
、
数
詞
だ
け
の
も
の
が
一
四
例
み
え
る
（
「
白
丸
復
緯
一
衣
1
」
を
含
む
）
。

　
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
量
詞
と
し
て
は
「
領
」
し
か
み
え
て
い
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
な
り
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
但
し
い
こ
れ
を
用
い
る
用
い
な
い
の

区
別
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　
各
行
の
文
言
の
末
尾
に
は
「
1
」
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
句
末
で
あ
る
こ
と
を
示

す
符
号
（
句
読
符
号
）
で
あ
ろ
う
か
。
漢
数
字
と
こ
の
符
号
と
は
、
他
の
文
字
に
比

較
す
る
と
、
一
段
と
太
く
書
か
れ
て
い
る
。

九
　
連
雲
港
雷
賀
墓
木
頼
一
木
方
一

　
一
九
七
三
年
三
月
、
江
蘇
省
連
雲
港
市
海
州
東
門
外
、
綱
踵
荘
の
小
礁
山
北
麓
の

俗
に
猴
頂
と
称
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
前
漢
晩
期
の
夫
妻
合
葬
墓
（
木
棲
双
棺
）
一
基

が
発
見
さ
れ
、
漆
器
、
竹
木
器
、
金
属
器
な
ど
が
出
土
し
た
。
男
棺
の
遺
体
の
左
指

辺
か
ら
は
、
そ
の
私
章
と
み
ら
れ
る
「
雷
賀
之
印
」
と
刻
ん
だ
銅
印
（
陰
刻
象
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
墓
主
の
姓
名
は
震
賀
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
地

主
階
級
ク
ラ
ス
か
地
方
官
吏
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
次
に
そ
の
報
告
が
あ
る
。

　
○
南
京
博
物
院
・
連
雲
港
市
博
物
館
「
海
州
西
漢
雷
賀
清
理
簡
報
」
、
『
考
古
』
一

　
　
九
七
四
年
第
三
期
。

　
竹
木
器
は
一
九
点
出
土
し
、
こ
の
中
に
は
木
方
、
木
硯
倉
、
鳩
杖
、
木
硫
一
箆
）

な
ど
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
木
方
は
七
点
一
七
塊
）
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
内
の
一

点
だ
け
に
隷
書
体
の
墨
書
が
あ
っ
た
。
そ
の
長
さ
は
二
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
六
・
五
セ
ソ

チ
で
、
出
土
時
に
は
既
に
二
つ
に
折
れ
て
い
た
。
他
の
六
点
に
は
字
述
が
み
え
ず
、

塵
か
に
鋳
迩
の
斑
痕
が
あ
る
と
い
う
。

　
文
字
の
あ
る
木
方
一
点
は
、
衣
服
締
織
品
の
名
称
と
そ
の
点
数
を
記
載
し
た
随
葬

品
リ
ス
ト
で
あ
る
。
表
裏
の
両
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
不
明
瞭
の
部
分
が
あ
る
。
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図
版
に
よ
れ
ば
、
表
面
一
あ
る
い
は
、
裏
面
か
）
は
、
四
段
に
分
け
て
（
そ
れ
ぞ

れ
五
、
五
、
六
、
六
行
）
計
二
二
行
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
書
式
は
、
「
紅
□
衣
一
領
」

　
「
白
索
口
衣
一
領
」
看
□
衣
一
領
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
領
」
の
字
の
み
え

な
い
行
が
四
行
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
と
あ
っ
た
字
が
消
耗
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

。
た
、
「
一
」
字
が
な
く
、
「
自
□
衣
領
」
の
よ
う
に
書
か
れ
た
行
が
二
行
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
一
」
字
を
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
裏
面
は
、
や
は
り
四
段
に
分
け
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
第
一
段
目
の
五
行
、

お
よ
び
、
第
二
段
目
の
右
側
二
行
が
み
え
る
だ
け
で
、
あ
と
は
よ
く
み
え
な
い
。
文

字
も
判
読
で
き
な
い
が
、
数
字
の
「
一
」
字
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
「
一
」
字
の

上
に
は
衣
偏
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
も
衣
服
締
織
品
の
リ
ス
ト
で
あ
ろ

う
。
但
し
、
「
領
」
字
の
使
用
、
ま
た
は
、
そ
の
墨
書
痕
跡
は
全
く
確
認
で
き
な
い
。

当
初
か
ら
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
以
上
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
こ
の
木
蹟
は
、
衣
服
締
織
品
（
随
葬
品
）
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
先
の
侍
其
鎌
墓
の

木
煩
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
参
照
す
れ
ば
、
判
読
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ

の
一
面
に
は
、
原
則
と
し
て
量
詞
の
「
領
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
他
の
一
面
に
は
、

　
「
領
」
は
確
認
で
き
な
い
。
当
初
の
段
階
で
す
べ
て
省
略
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

十
　
連
雲
港
網
腫
荘
漢
墓
木
蹟

　
一
九
六
二
年
七
月
、
江
蘇
省
連
雲
港
市
海
州
区
東
門
外
、
網
腫
荘
の
焦
山
下
に
お

い
て
、
大
雨
に
洗
わ
れ
て
一
基
の
木
棲
墓
が
現
わ
れ
た
。
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
期
に

か
け
て
の
夫
妻
合
葬
墓
で
、
次
に
そ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
○
南
京
博
物
院
「
江
蘇
連
雲
港
市
海
州
網
腫
荘
漢
木
榔
墓
」
、
『
考
古
』
一
九
六
三

中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

　
　
年
第
六
期
。

　
墓
葬
か
ら
は
、
漆
器
、
銅
器
、
木
器
、
そ
の
他
と
と
も
に
木
蹟
（
男
女
棺
各
一
点
）

が
出
土
し
た
。
女
棺
の
そ
れ
が
図
版
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
二
一
ニ
セ
ン
チ
、

幅
六
・
七
セ
ソ
チ
で
、
上
か
ら
下
へ
五
段
に
分
け
て
（
そ
れ
ぞ
れ
七
、
七
、
八
、
八
、

四
行
）
、
随
葬
衣
物
の
名
称
と
点
数
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
文
字
の
多
く
は
、

既
に
模
糊
と
し
て
い
て
明
か
で
な
い
と
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
「
口
□
衣
一
領
」
の
よ

う
な
字
様
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
図
版
で
は
、
「
…
…
領
」
「
…
…
衣
」
、
そ
の
他
が

ぼ
ん
や
り
み
え
て
い
る
だ
け
で
、
衣
物
名
の
各
個
に
量
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
、
ま
た
、
「
領
」
以
外
の
量
詞
が
み
え
て
い
る
の
か
み
え
て
い
な
い
の
か
に

つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
右
は
、
衣
物
に
量
詞
の
「
領
」
を
用
い
た
例
の

一
つ
と
は
な
ろ
う
。

士
　
揚
州
儀
徴
膏
浦
一
〇
一
号
漢
墓
簡
蹟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
ほ

　
近
年
来
（
出
土
年
未
発
表
）
、
江
蘇
省
揚
州
市
儀
徴
青
浦
に
お
い
て
発
掘
さ
れ
た

一
〇
〇
基
余
の
漢
代
古
墓
の
内
、
一
〇
一
号
墓
に
つ
い
て
は
左
記
に
報
告
が
あ
る
。

　
○
揚
州
博
物
館
「
江
蘇
儀
徴
脊
浦
一
〇
一
号
西
漢
墓
」
、
『
文
物
』
一
九
八
七
年
第

　
　
一
期
。

　
○
陣
平
・
王
勤
金
「
儀
徴
膏
浦
一
〇
一
号
西
漢
墓
《
先
令
券
書
》
初
考
」
、
同
誌
。

　
こ
の
墓
葬
は
、
前
漢
晩
期
の
夫
妻
合
葬
墓
（
木
榑
双
棺
）
で
、
一
九
八
四
年
、
墓

中
か
ら
金
属
器
、
銅
銭
、
陶
器
、
漆
木
器
、
簡
蹟
な
ど
一
〇
〇
余
点
が
出
土
し
た
。

簡
蹟
の
中
に
は
、
コ
兀
始
五
年
九
月
壬
辰
朔
辛
丑
亥
三
高
都
里
朱
凌
－
…
」
の
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
り
よ
う

年
を
も
つ
墓
主
の
父
、
朱
凌
の
先
令
券
書
（
い
わ
ゆ
る
遷
言
文
書
、
次
の
A
）
、
ま

た
、
「
元
始
五
年
十
月
□
目
」
の
紀
年
を
も
つ
竹
簡
（
何
賀
山
銭
、
次
の
B
）
が
あ
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り
、
よ
っ
て
、
墓
葬
年
は
平
帝
の
元
始
五
年
（
紀
元
五
年
）
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。

　
簡
蹟
は
甲
棺
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
鉄
刀
、
木
剣
な
ど
も
出
て
い

る
の
で
、
こ
れ
が
男
性
の
方
で
あ
ろ
う
。
農
業
に
従
事
す
る
小
地
主
、
あ
る
い
は
、

小
土
地
所
有
者
と
い
っ
た
杜
会
階
級
の
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。

　
簡
蹟
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
A
　
竹
簡
の
一
種
　
長
さ
二
ニ
ニ
ニ
セ
ソ
チ
前
後
、
幅
一
・
二
∫
一
・
九
セ
ン
チ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
点
二
冊
）
、
全
文
二
七
二
字
。
文
末
に
「
先
令
券
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
白
可
以
従
事
」
と
あ
り
、
墓
主
の
父
、
朱
凌
の
い
わ
ば
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
文
書
で
あ
る
。
書
体
は
章
草
。

　
　
B
　
竹
簡
の
一
種
　
長
さ
三
六
・
一
セ
ソ
チ
、
幅
○
・
九
セ
ソ
チ
、
三
〇
字
余
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
□
従
何
賀
山
銭
三
千
六
百
　
…
…
」
と
も
み
え
る
。

　
　
C
　
木
方
　
　
　
長
さ
二
三
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
七
・
五
セ
ソ
チ
、
表
嚢
両
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
贈
一
死
者
の
家
に
練
畠
…
・
銭
等
を
贈
っ
て
そ
の
喪
葬
を
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
る
も
の
。
香
箕
。
）
の
内
容
を
記
載
す
る
。
書
体
は
章
草
。

　
　
D
　
木
飢
　
　
　
長
さ
一
七
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
三
・
五
セ
ソ
チ
、
上
部
に
封
泥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
、
下
部
に
「
賜
銭
五
十
」
の
墨
書
が
あ
る
。
書
体
は
隷
書
。

　
　
E
　
木
蹟
　
　
　
長
さ
二
一
二
・
六
セ
ソ
チ
、
幅
三
セ
ソ
チ
、
衣
物
券
一
遣
策
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
体
は
隷
書
。

　
右
に
み
え
る
量
詞
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
B
・
D
に
は
み
え
な
い
）
。

　
　
A
○
　
男
女
六
人
　
　
○
　
稲
田
一
処
桑
田
二
処
分
　
○
　
波
璽
田
一
処
分

　
　
　
○
　
稲
田
二
処
桑
田
二
処

　
田
畠
を
数
え
る
に
「
処
」
を
用
い
て
い
る
。

　
　
C
○
　
船
一
？
一
十
二
杖
一
丈
？
一
直
銭
万
四
千
四
百

　
　
　
○
　
布
六
丈
褐
一
匹
履
一
両
凡
直
銭
千
一
百
廿

　
　
　
○
　
練
二
匹
直
銭
千
一
百
　
　
　
　
　
○
　
長
緩
一
儒
ヵ
一
一
領
直
銭
千
三
百

　
右
は
、
物
価
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
、
少
な
く
と
も
「
両
」
「
領
」

は
量
詞
で
あ
り
、
前
者
は
履
を
、
後
者
は
ぬ
い
と
り
を
し
た
衣
の
類
（
あ
る
い
は
、

儒
）
を
そ
れ
ぞ
れ
数
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
E
一
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
次
に
全
文
を
引
用
す
る
。
墨
書
四
行
。
）

　
　
　
○
　
高
都
里
朱
君
衣
緒
被
一
領
禅
衣
二
領
禅
裳
一
領
素
絹
一
領
緑
袷
一
、
一
一

　
　
　
　
　
領
綾
抱
一
領
紅
抱
二
領
復
／
裳
二
領
禅
儒
一
、
一
二
領
青
抱
二
領
緑
被
一

　
　
　
　
　
領
緕
儒
一
領
紅
儒
一
領
小
績
三
領
綿
抱
一
領
椅
／
被
一
領
緒
綴
一
絡
一

　
　
　
　
　
両
／

　
　
　
　
　
⑧
凡
衣
禅
綾
廿
五
領

　
右
に
は
衣
類
一
八
種
、
合
計
二
五
点
が
記
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
「
⑧
凡
衣
禅
複
廿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
え

五
領
」
と
の
総
括
が
あ
る
（
「
禅
」
は
単
衣
、
「
複
」
は
裏
付
き
の
衣
）
。
こ
れ
ら
に

お
い
て
、
量
詞
の
「
領
」
は
一
七
例
み
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
量
詞
の
「
両
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
〃
う

が
、
「
緒
絞
一
、
袴
一
両
」
の
条
に
み
え
て
い
る
。
「
絞
」
と
は
、
緑
色
の
衣
、
嫁
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
う

の
衣
と
い
い
一
玉
篇
一
、
黄
色
と
も
い
う
が
（
広
韻
）
、
こ
こ
で
は
、
「
絞
」
に
通
じ

て
一
集
韻
）
、
喪
敏
に
死
者
を
飾
る
帯
の
名
（
儀
礼
、
士
喪
礼
一
の
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
だ
け
に
は
、
な
ぜ
か
、
量
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ち

　
「
袴
」
字
は
、
揚
州
博
物
館
に
よ
る
釈
文
な
ど
に
は
「
緯
」
と
あ
る
。
「
綜
」
は
、

ひ
つ
ぎ
の
縄
、
ま
た
、
大
索
の
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
随
葬
品
リ
ス
ト
に
掲
出
し
、

か
つ
、
量
詞
に
「
両
」
を
用
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
「
縛
」
は
、
「
袴
」
字
と
判
読

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
給
」
は
「
袴
」
に
同
じ
く
ズ
ポ
ソ
状
の
下
衣
を
い
う

よ
う
で
、
居
延
漢
簡
の
「
袴
一
両
」
（
1
9
・
4
0
）
、
そ
の
他
に
類
例
が
あ
る
。

　
腎
浦
一
〇
一
号
漢
墓
簡
蹟
に
み
え
る
量
詞
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
は

「
領
」
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
の
対
象
物
の
多
い
と
こ
ろ
に
よ
る
も
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の
で
あ
ろ
う
か
。
禅
複
の
衣
物
類
に

用
い
る
と
い
う
量
詞
の
使
い
分
け
は
、

も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
領
」
を
用
い
、
履
や
緒

居
延
漢
簡
や
敦
煙
漢
簡
、

C
　
三
国
時
代
・
晋
代
の
簡
蹟

南
昌
高
栄
墓
簡
蹟
一
木
方
一

一
袴
）
に
「
両
」
を

そ
の
他
に
お
い
て

　
一
九
七
九
年
、
江
西
省
南
昌
市
一
陽
明
路
中
段
南
側
）
で
、
三
国
時
代
、
呉
の
中

期
、
嘉
禾
年
間
（
二
三
二
∫
二
一
二
八
年
）
頃
の
合
葬
墓
二
夫
二
妻
の
三
棺
）
が
発

掘
さ
れ
、
次
に
報
告
さ
れ
た
。

　
○
江
西
省
歴
史
博
物
館
「
江
西
南
昌
市
東
呉
高
栄
墓
的
発
掘
」
、
『
考
古
』
一
九
八

　
　
○
年
第
三
期
。

　
丙
棺
の
墓
主
は
、
出
土
の
木
簡
に
よ
り
、
浦
国
一
江
蘇
省
徐
州
）
の
相
、
姓
高
名

栄
字
万
綬
と
判
明
し
、
墓
中
か
ら
は
、
陶
器
、
青
蓋
器
、
漆
器
、
金
銀
器
、
銅
鉄
器
、

竹
木
器
、
そ
の
他
の
随
葬
品
が
出
土
し
た
。
竹
木
器
と
は
、
竹
尺
、
木
硫
、
木
圭
、

木
簡
（
二
一
点
、
毎
片
「
弟
子
高
栄
再
拝
　
問
起
居
　
　
浦
国
相
字
万
綬
」
の
墨
筆

　
　
　
　
　
　
　
げ
き

隷
書
）
、
木
方
、
木
履
を
い
う
。
木
方
は
、
棺
内
の
随
葬
品
リ
ス
ト
で
（
遣
策
）
、
乙

・
丙
の
棺
内
よ
り
各
一
点
出
土
し
た
。
木
方
二
点
の
形
は
相
同
で
長
さ
二
四
・
五
セ

ソ
チ
、
幅
九
・
五
セ
ソ
チ
、
厚
さ
一
セ
ソ
チ
で
あ
る
。
乙
棺
の
そ
れ
は
文
字
が
剥
落

し
て
い
て
み
え
な
い
が
、
丙
棺
の
そ
れ
は
、
表
裏
に
わ
た
っ
て
判
読
で
き
よ
う
。

　
こ
の
木
方
の
表
側
に
は
、
五
段
に
分
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
九
、
一
二
、
一
一
、
一
一
、

一
〇
行
一
品
目
）
が
記
さ
れ
、
裏
側
に
は
、
三
段
目
途
中
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
九
、
一

一
、
五
行
が
記
さ
れ
、
次
い
で
、
三
段
目
か
ら
五
段
目
ま
で
の
余
白
に
「
大
凡
百
一

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

十
枚
皆
高
栄
許
」
と
大
書
さ
れ
て
い
る
。
書
体
は
行
書
で
あ
る
。

　
異
な
り
品
目
は
都
合
七
八
点
一
総
行
数
）
で
あ
り
、
そ
の
延
べ
品
目
は
二
一
八
点

で
あ
る
。
右
の
「
百
一
十
枚
」
と
は
、
従
っ
て
、
次
の
㈲
と
ω
と
を
合
算
し
た
数
字

の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
㈲
　
衣
類
の
延
べ
品
目
数
　
八
五
点

　
　
ω
　
　
「
指
函
一
枚
…
筆
三
枚
…
官
紙
百
枚
…
」
な
ど
の
、
衣
類
以
外
の
異
な
り

　
　
　
品
目
数
　
二
五
点

　
衣
類
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
が
単
数
点
で
あ
っ
て
も
複
数
点
で
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ら
は
延
べ
品
目
と
し
て
総
計
し
て
い
く
。
し
か
し
、
衣
類
以
外
に
つ
い
て

は
、
異
な
り
品
目
毎
に
計
上
し
て
い
る
。
二
者
間
に
は
、
対
処
方
法
に
相
異
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
「
故
」
字
の
冠
し
方
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。

　
木
方
（
遣
策
）
に
お
け
る
量
詞
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
1
　
随
葬
品
の
ほ
と
ん
ど
に
「
枚
」
と
い
う
量
詞
を
用
い
る
。

　
　
ω
　
衣
類
、
お
よ
び
、
嚢
な
ど
に
「
枚
」
を
用
い
た
例
、
五
一
例
。

　
　
（
例
）
　
故
練
橡
一
枚
　
　
　
　
故
練
複
裾
一
枚
　
　
　
故
絹
複
操
一
枚

　
　
　
　
　
　
故
練
両
福
一
枚
　
　
　
故
練
複
緒
一
枚
　
　
　
故
綾
裳
二
枚

　
　
　
　
　
　
故
麻
陳
単
衣
一
枚
　
　
故
麻
布
単
袴
一
枚
　
　
香
嚢
一
枚

　
　
↓
　
身
辺
用
具
な
ど
に
「
枚
」
を
用
い
た
例
、
二
三
例
。

　
　
（
例
）
　
指
函
一
枚
　
　
　
　
櫨
二
枚
　
　
　
　
大
刀
一
枚

　
　
　
　
　
　
翁
一
枚
　
　
　
　
書
刀
一
枚
　
　
　
　
研
一
枚

　
　
　
　
　
　
筆
三
枚
　
　
　
　
　
書
□
一
枚
　
　
　
　
　
□
□
一
枚

　
　
　
　
　
　
〔
象
〕
□
刷
一
．
枚
　
帥
一
枚
　
　
　
　
□
具
一
枚

　
　
　
　
　
　
官
紙
百
枚
　
　
　
　
　
漆
□
一
枚
　
　
　
　
　
漆
碗
一
枚

　
　
　
　
　
　
枕
一
枚
　
　
　
　
□
衣
一
枚
　
　
　
　
□
中
糸
一
枚
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察

（
三
保
）

　
　
　
　
　
　
金
叉
一
枚
　
　
　
　
　
金
口
子
一
枚
　
　
　
　
官
中
笙
一
枚

　
　
　
　
　
　
金
称
三
枚
　
　
　
　
　
絹
二
□
一
枚

　
2
　
右
の
他
、
衣
類
か
履
か
の
い
ず
九
か
に
「
両
」
、
履
と
み
ら
れ
る
も
の
に
「
量
」
、

　
　
そ
の
他
に
「
束
」
「
嚢
」
を
用
い
た
例
が
、
各
一
例
み
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
故
白
巾
布
□
四
両
　
　
　
故
畠
…
艦
不
□
一
量
　
　
薫
繕
四
束

　
　
　
　
　
　
金
銀
二
嚢

　
　
　
一
例
目
の
「
四
」
字
の
上
の
字
は
糸
偏
ら
し
い
。
未
詳
。
二
例
目
の
「
不
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
き

　
　
字
は
．
「
木
」
字
で
あ
ろ
う
か
◎
出
土
し
た
随
葬
品
の
中
に
は
木
展
　
（
げ
た
の

　
　
類
）
二
双
が
あ
り
、
そ
の
内
の
一
双
は
保
存
尚
好
と
あ
る
。
こ
の
一
品
目
（
一

　
－
行
）
は
「
…
木
□
一
履
ヵ
一
一
三
ヵ
一
量
」
と
解
釈
で
き
れ
ば
、
都
合
は
よ
い
。

　
以
上
の
す
べ
て
を
総
括
し
、
最
末
尾
に
は
「
大
凡
百
一
十
枚
皆
高
栄
許
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
衣
類
で
は
、
単
衣
や
禰
櫨
、
裾
や
袴
に
「
枚
」
を
用
い
て
「
領
」

や
「
両
」
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
。
右
最
末
尾
の
表
現
か
ら
し
て
も
、
「
枚
」
は
、

ほ
ぽ
、
あ
ら
ゆ
る
衣
物
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
（
但
し
、
推
測
で
は
、
木

履
類
に
は
「
量
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
）
。

　
ま
た
、
ω
の
衣
類
名
の
多
く
に
は
、
頭
部
に
「
故
」
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
一
四

七
例
）
。
㈲
に
は
、
こ
れ
が
全
く
な
い
。
こ
の
「
故
」
字
に
つ
い
て
は
別
に
機
会
を

倹
っ
て
検
討
し
た
い
が
、
。
こ
れ
ま
で
の
遣
策
類
に
も
類
例
が
な
い
。
だ
が
、
次
に
取

り
上
げ
る
晋
代
の
南
昌
呉
応
墓
の
木
方
、
そ
の
他
に
こ
れ
が
み
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
先
の
『
考
古
』
の
報
告
書
（
劉
林
氏
執
筆
）
に
は
、
簡
潔
な
が
ら
、

①
、
漢
代
の
震
賀
墓
木
蹟
（
既
述
）
、
②
、
呉
代
（
東
呉
）
の
本
資
料
、
③
、
晋
代

の
江
西
南
昌
呉
応
墓
簡
蹟
（
後
述
）
を
比
較
し
、
（
衣
類
に
つ
き
一
、
①
で
は
「
紅
□

衣
一
領
」
、
②
で
は
「
故
麻
陳
単
衣
一
枚
」
「
故
練
綾
緒
一
枚
」
、
③
で
は
「
故
白
練

複
袴
一
要
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
「
単
位
写
法
」
は
同
じ
く
な
い
こ
と
、
即
ち
、

ω
、
漢
代
は
直
接
に
称
名
し
て
拾
頭
の
「
故
」
字
を
用
い
な
い
が
、
呉
（
東
呉
）
代

と
晋
代
は
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
、
㈹
、
漢
代
は
「
領
」
、
呉
（
東
呉
）
代
は
「
枚
」
、

晋
代
は
「
要
」
を
用
い
て
相
異
す
る
こ
と
、
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
大
局
は
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ω
に
つ
い
て
は
誤
り
が
あ
る
。
つ
ま

り
、
③
で
「
要
」
を
用
い
る
の
は
「
福
」
（
下
裳
、
も
す
そ
）
や
「
袴
」
の
類
で
あ

り
、
「
杉
」
一
は
だ
ぎ
）
「
抱
」
一
長
い
し
た
ぎ
）
「
単
衣
」
の
類
に
は
、
や
は
り
、
「
領
」

を
用
い
て
い
る
。
衣
類
の
二
様
そ
れ
ぞ
れ
に
量
詞
を
使
い
分
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
居
延
漢
簡
な
ど
で
も
同
様
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
「
袴
」
と
「
履
」
「
練
」
の
類
に

「
両
」
、
「
抱
」
の
類
に
「
領
」
を
用
い
て
い
た
（
既
述
）
。
従
っ
て
、
「
袴
」
の
類
に

つ
い
て
は
、
漢
代
「
両
」
↓
晋
代
「
要
」
と
い
う
変
遷
が
認
め
ら
れ
、
他
方
、
「
抱
」

の
類
に
つ
い
て
は
変
り
が
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
、
①
の
場
合
は
衣
類
の
す
べ
て
に
「
領
」
を
用
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ

は
漢
代
に
あ
っ
て
は
、
や
や
異
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
の
本
資
料
に
「
枚
」
が
頻

用
さ
れ
て
い
る
の
も
、
③
か
ら
み
れ
ば
簡
便
に
過
ぎ
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
　
南
昌
呉
応
墓
簡
蹟
一
木
方
一

　
一
九
七
四
年
、
江
西
省
南
昌
市
東
湖
区
永
外
正
街
M
1
号
晋
墓
（
西
晋
初
期
）
か

ら
簡
蹟
六
点
が
出
土
し
、
左
記
に
そ
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
○
江
西
省
博
物
館
「
江
西
南
昌
墓
」
、
『
考
古
』
一
九
七
四
年
第
六
期
。

　
簡
蹟
六
点
の
内
、
五
点
は
、
い
ず
れ
も
長
さ
二
五
・
三
セ
ソ
チ
、
幅
三
セ
ソ
チ
、

厚
さ
○
・
六
セ
ソ
チ
の
刺
謁
に
相
当
す
る
も
の
で
、
内
三
点
に
「
弟
子
呉
応
再
拝

問
起
居
　
　
南
昌
字
子
遠
」
、
他
一
点
に
「
豫
章
呉
応
再
拝
　
問
起
居
　
　
　
　
（
文

sokyu

sokyu

sokyu
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字
消
失
）
L
、
残
り
の
一
点
に
「
中
郎
豫
章
南
昌
都
郷
吉
陽
里
呉
応
牛
七
十
三
子
遠

　
　
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
墓
主
は
、
か
つ
て
中
郎
将
に
任
じ
ら
れ

た
予
章
郡
南
昌
県
の
名
呉
応
、
字
子
遠
（
七
三
歳
一
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
簡
蹟
の
他
の
一
点
は
、
長
さ
二
六
・
ニ
セ
ソ
チ
、
幅
一
五
・
一
セ
ソ
チ
、
厚
さ
一

・
ニ
セ
ン
チ
の
木
方
で
、
内
容
は
随
葬
品
目
録
一
遣
築
一
で
あ
る
。
行
書
体
で
、
表

側
に
だ
け
、
三
段
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
一
四
、
一
九
、
一
四
行
（
品
目
）
が
記
さ

れ
最
後
に
段
抜
き
で
「
右
柑
七
種
」
と
の
総
計
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
四
七
品
目
（
行
）
の
内
、
三
段
目
九
行
目
の
「
昏
一
百
枚
」
を
例
外
と
し
て
、
他

の
す
べ
て
に
は
「
故
」
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
晋
墓
で
も
、
随
葬
品
は
、
墓

主
が
生
前
に
着
用
、
愛
用
し
た
衣
類
や
生
活
用
品
な
ど
の
よ
う
で
あ
る
。
「
故
」
字

は
そ
れ
ゆ
え
に
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
帯
一
百
枚
」
は
、
新
調
品
で

　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
一

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
二
段
目
の
末
に
「
小
女
倹
模
故
紺
榑
一
領
」
「
小

女
倫
嬢
故
五
締
同
心
一
枚
」
と
あ
る
（
「
倫
一
」
は
、
い
や
し
い
、
い
な
か
、
の
意
、
「
嬢
」

は
、
み
に
く
い
、
の
意
）
。
こ
の
二
例
だ
け
は
「
故
」
字
の
位
置
が
異
な
る
。

　
各
品
目
に
は
必
ず
量
詞
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
量
詞
ご
と
に
用
例
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
エ
ウ

　
ω
　
要
（
六
例
）

○
　
故
白
練
長
福
二
要
　
　
　
　
　
　
○
　
故
白
練
複
両
当
一
要

○
　
故
白
練
挾
両
当
一
要
　
　
　
　
　
○
　
故
白
練
複
袴
一
要

○
　
故
白
練
複
君
巾
一
要
　
　
　
　
　
　
○
　
故
白
練
被
君
巾
一
要

　
「
君
巾
」
は
「
裾
」
に
同
じ
、
も
す
そ
、
下
裳
を
い
う
。

　
　
　
ク

　
②
　
堰
二
例
）

○
　
故
面
脂
一
堰

　
「
堰
」
は
、
意
味
未
詳
。
『
鰯
楯
類
聚
名
義
抄
』
一
磁
榊
一
に
「
丘
隅
反
烏
候
反
」
と

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
一

の
反
切
だ
け
が
み
え
て
い
る
一
城
里
舎
を
対
象
と
す
る
「
堰
」
は
別
ら
し
い
）
。

　
　
グ
ワ
ン

　
㈹
　
丸
　
二
例
一

〇
　
故
墨
一
丸

　
　
サ
ウ

　
④
隻
（
一
例
）

○
　
故
白
練
手
掴
一
麟
又

　
　
コ
ウ
・
ク

　
「
掴
」
に
は
、
ひ
き
か
け
る
、
つ
ま
ど
る
、
さ
ぐ
る
、
そ
の
他
の
意
味
が
あ
る
が
、

「
手
掻
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
手
袋
の
類
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
シ
コ

　
⑤
　
首
（
一
例
）

○
　
故
白
練
被
一
首

　
「
被
」
は
ふ
す
ま
の
意
か
、
「
領
」
を
添
え
た
例
も
あ
る
（
次
項
）
。

　
　
一
ソ
ユ

　
⑥
　
種
（
一
例
）

○
　
右
柑
七
種

　
随
葬
品
の
品
目
を
総
計
す
る
場
合
、
量
詞
「
種
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
チ
ウ

　
ω
紐
二
例
）

○
　
故
白
絹
帳
一
紐

　
「
紐
」
の
音
は
ヂ
ウ
、
ニ
ュ
、
慣
用
音
チ
ウ
と
さ
れ
る
（
大
漢
和
辞
典
）
。
劉
世

儒
氏
は
、
印
璽
を
対
象
と
し
て
「
鉦
」
一
亦
作
「
紐
」
）
が
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
ヅ

　
⑧
　
頭
二
例
）

○
　
故
玉
抑
二
頭

　
「
犯
」
は
「
腫
」
「
豚
」
に
同
じ
。
こ
の
後
、
量
詞
は
「
誰
叉
」
が
用
い
ら
れ
る
。

　
　
マ
イ

　
⑨
枚
一
二
六
例
）

　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

〇
　
故
白
練
複
車
一
枚
　
　
　
　
　
　
○
　
故
犀
巣
一
枚

○
　
故
白
絹
岬
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
○
　
故
白
架
巾
二
枚
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中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

○
　
故
自
布
手
巾
一
枚
　
　
　
　
　
　
○
　
故
黄
布
手
巾
一
枚

○
　
故
白
練
覆
面
巾
一
枚
　
　
　
　
　
○
　
故
練
枕
一
枚

　
　
　
　
（
マ
マ
）

○
　
故
白
布
復
巾
一
枚
　
　
　
　
　
　
○
　
故
厳
器
一
枚

○
　
故
銅
鏡
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
故
白
練
鏡
衣
一
枚

○
　
故
白
絹
粉
嚢
一
枚
　
　
　
　
　
　
○
　
小
女
倫
模
故
五
締
同
心
一
枚

○
　
故
白
布
饒
面
巾
一
枚
　
　
　
　
　
○
　
故
刷
一
枚

○
　
故
練
細
櫛
二
枚
　
　
　
　
　
　
　
○
　
故
繁
粉
廿
分
一
枚

○
　
故
書
箱
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
故
書
硯
一
枚

○
　
故
筆
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
希
一
百
枚

○
　
故
刺
五
枚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
故
流
衣
板
一
枚

○
　
故
棺
中
笙
一
枚
　
　
　
　
　
　
　
○
　
故
棺
材
一
枚

　
　
リ
ヤ
ウ

　
㈹
　
領
　
（
七
例
）

○
　
故
白
練
裏
杉
二
領
　
　
　
　
　
　
○
　
故
白
練
儒
一
領

○
　
故
白
練
複
杉
一
領
　
　
　
　
　
　
○
　
故
白
練
被
杉
一
領

○
　
故
黄
麻
複
袖
一
領
　
　
　
　
　
　
○
　
故
黄
麻
単
衣
一
領

○
　
小
女
僚
摸
故
紺
樽
一
領

　
「
杉
」
「
橋
」
は
、
は
だ
ぎ
の
類
、
「
抱
」
は
、
長
い
し
た
ぎ
一
あ
る
い
は
、
う
わ

ぎ
）
、
「
樽
」
は
、
た
も
と
の
短
い
か
た
び
ら
、
ひ
と
え
。

　
　
リ
ヤ
ウ

　
ω
　
量
　
（
二
例
）

○
　
故
白
布
練
一
量

○
　
故
締
履
一
量

　
右
の
内
、
一
番
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
枚
」
で
あ
り
、
手
巾
、
嚢
、
鏡
、

筆
硯
、
そ
の
他
、
目
常
生
活
用
品
の
類
に
二
六
例
が
数
え
ら
れ
る
。
衣
類
で
は
、
は

だ
ぎ
な
ど
腕
を
通
す
も
の
に
は
「
領
」
七
例
、
袴
や
楯
な
ど
下
半
身
に
装
う
も
の
に

は
「
要
」
六
例
が
み
え
て
い
る
。
は
き
も
の
に
は
「
量
」
二
例
が
み
え
る
。
「
堰
」
「
丸
」

「
一
蟹
」
「
首
」
「
種
」
「
紐
」
「
頭
」
は
各
一
例
で
あ
る
。
「
要
」
「
領
」
「
量
」
、
お
よ
び
、

「
枚
」
「
離
又
」
「
首
」
は
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
漢
代
に
比
し
、
量
詞
の
分
業

・
分
担
の
進
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

履
・
練

複
抱
単
衣

対
象

袴
資
料

両 両 領

居
延
漢
簡

量 要 領
本
資
料

衣
物
疏
（
墓
主
羽
偉
万
、
北
涼
、
縁
禾
六
年
、
四
三
六
年
）

な
ど
を
「
立
」
で
数
え
て
い
る
。
別
稿
に
て
言
及
す
る
が

い
用
法
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
か
。

三

吐
魯
番
阿
斯
塔
那
五
三
号
墓
木
簡

　
な
お
、
武
威
皐
灘
披
一
九
号

墓
木
蹟
一
東
晋
、
升
平
二
二
年
、

三
六
九
年
、
後
述
）
、
ま
た
、

吐
魯
番
阿
斯
塔
那
の
三
〇
五
号

墓
衣
物
疏
（
前
秦
、
建
元
二
〇

年
、
三
八
四
年
）
や
同
二
号
墓

　
　
な
ど
で
は
、
揮
、
袴
、
君
巾

　
　
、
こ
れ
は
、
さ
ら
に
新
し

　
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
六
九
年
に
か
け
て
新
彊
緯
吾
ホ
自
治
区
吐
魯
番
県
阿
斯
塔

那
・
拾
拉
和
卓
地
区
の
古
墓
葬
一
〇
五
基
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
次
に
報
告
さ
れ
た
。

　
○
新
彊
維
吾
ホ
自
治
区
博
物
館
「
吐
魯
番
阿
斯
塔
那
－
拾
拉
和
卓
古
墓
群
清
理
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
一
．

　
　
報
」
、
『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
一
期
。

　
そ
の
内
の
一
二
基
は
、
既
に
盗
掘
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
他
の
九
三
基
に
つ

い
て
は
、
時
期
的
に
、
お
よ
そ
、
三
様
に
分
た
れ
る
と
さ
れ
る
。

　
　
第
一
期
晋
、
十
六
国
か
ら
南
北
朝
中
期
に
至
る
一
紀
元
三
世
紀
、
六
世
紀
初
）

　
　
　
　
　
　
1
吐
魯
番
に
高
昌
郡
の
置
か
れ
て
い
た
時
代
か
ら
漢
人
の
植
民
国
家
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高
昌
国
の
時
代
ま
で
。

　
　
第
二
期
南
北
朝
中
期
か
ら
初
唐
に
至
る
（
六
世
紀
初
∫
七
世
紀
一
⊥
局
昌
国

　
　
　
　
　
　
の
麹
王
朝
の
時
代
（
四
九
九
∫
六
四
〇
年
）
。

　
　
第
三
期
　
盛
唐
（
七
世
紀
s
八
世
紀
）
－
貞
観
一
四
年
一
六
四
〇
年
一
に
唐
に

　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
高
昌
王
国
が
泳
さ
れ
、
西
州
の
置
か
れ
て
よ
り
、
開
元
年
間

　
　
　
　
　
　
一
七
二
二
∫
七
四
一
年
）
の
頃
ま
で
。

　
出
土
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
内
、
第
一
期
の
T
A
M

五
三
号
墓
か
ら
は
、
長
さ
二
四
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
・
四
セ
ソ
チ
の
木
簡
一
点
が
出

土
し
て
い
る
。
木
簡
の
表
裏
に
は
、
行
書
体
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
一
表
側

に
一
行
、
裏
側
に
二
行
の
墨
書
）
。

　
（
表
）
泰
始
九
年
二
月
九
日
大
女
羽
催
姜
女
従
男
子
楽
奴

　
（
裏
）
買
棺
一
口
買
練
廿
匹
練
即
畢
棺
即
過
若
有
名
棺
／
者
約
当
召
楽
奴
共
了
穿

　
　
　
　
人
馬
男
共
知
本
約

　
こ
れ
は
、
西
晋
の
泰
始
九
年
（
二
七
三
年
）
二
月
九
目
付
の
棺
購
入
契
約
書
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
り
ぎ
ぬ

こ
こ
に
「
棺
一
口
」
と
み
え
、
そ
の
価
格
は
「
練
廿
匹
」
と
あ
る
。
「
棺
（
棺
材
）
」

は
、
こ
の
時
分
、
「
口
」
、
あ
る
い
は
、
「
枚
」
で
数
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
同
期
の
T
A
M
六
二
号
墓
か
ら
は
、
北
涼
の
縁
禾
五
年
一
四
三
六
年
）
の

随
葬
衣
物
疏
が
出
土
し
て
い
る
。
図
版
一
写
真
一
葉
）
が
鮮
明
で
な
・
＼
十
分
に
判

読
で
き
な
い
が
、
全
五
行
の
内
、
前
三
行
に
は
衣
物
各
種
が
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
「
○
〇
一
枚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
九
例
）
。
後
二
行
に
は
、
「
縁
禾
五
年
六
月
廿

三
目
謹
條
衣
裳
物
／
在
右
、
而
元
名
者
急
如
律
令
」
と
あ
る
。
「
如
律
令
」
と
は
、

漢
代
以
降
の
公
文
書
に
お
け
る
慣
用
表
現
の
一
で
あ
り
、
（
こ
の
文
書
の
到
ら
ぱ
、

遠
か
に
対
処
す
べ
き
こ
と
）
、
律
令
の
如
く
せ
よ
一
あ
る
い
は
、
規
定
ど
お
り
に
処

置
せ
よ
）
、
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
衣
物
類
に
「
枚
」
だ
け
を
用
い
た
例

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
績
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
）

で
あ
る
。
こ
の
衣
物
疏
に
つ
い
て
は
、
別
に
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
四
　
長
沙
晋
周
芳
命
妻
播
氏
墓
石
刻

　
一
九
五
四
年
五
月
一
か
ら
八
月
）
、
湖
南
省
長
沙
北
門
桂
花
園
に
お
い
て
古
墓
一

五
五
基
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
の
一
基
よ
り
、
文
字
を
刻
ん
だ
青
白
色
の
石
板
（
長

さ
二
一
二
・
五
セ
ソ
チ
、
幅
二
丁
三
セ
ソ
チ
）
が
出
土
し
た
。
次
に
報
告
が
あ
る
。

　
○
李
正
光
「
長
沙
出
土
晋
墓
墓
志
」
、
『
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
五
年
第
一
期
。

　
○
史
樹
青
「
晋
周
芳
命
妻
溝
氏
衣
物
券
考
釈
」
、
『
考
古
通
訊
』
一
九
五
六
年
第
二
期
。

　
石
刻
で
は
あ
る
が
、
そ
の
用
途
・
内
容
の
面
に
お
い
て
は
簡
蹟
類
に
同
じ
で
あ
る
。

誌
文
の
裏
面
末
部
に
よ
り
、
墓
葬
は
東
晋
穆
帝
の
升
平
五
年
（
ご
ニ
ハ
一
年
）
、
墓
主

は
長
沙
郡
臨
湘
県
都
郷
吉
陽
里
の
周
芳
命
妻
藩
氏
、
齢
五
八
歳
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
。

誌
文
は
、
随
葬
の
衣
服
・
器
物
の
リ
ス
ト
と
買
地
券
様
の
文
言
と
か
ら
成
る
。
表
面

は
四
段
一
一
、
四
段
目
は
各
一
一
行
、
二
、
三
段
目
は
各
一
二
行
）
、
裏
面
も
四
段

二
、
二
段
目
は
各
二
行
、
三
段
目
は
一
行
、
四
段
目
は
空
白
）
に
分
け
て
、
故
人

の
服
飾
し
て
い
た
衣
物
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
次
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
一
段
目
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
段
目
）

　
一
表
）
故
持
椅
方
衣
一
要
　
　
　
　
　
　
　
故
紫
黄
幣
膝
一
要

　
　
　
　
故
練
梁
衣
一
要
　
　
　
　
　
　
　
　
故
紋
橋
一
領

　
　
　
　
故
絹
梁
衣
一
要
　
　
　
　
　
故
黄
織
橋
一
領

　
　
　
　
故
練
杉
二
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
紫
綾
半
裕
一
領

　
　
　
　
故
串
羅
縮
両
当
一
領
　
　
　
　
　
　
故
紫
沙
一
紗
一
綴
羅
一
領

　
　
　
　
故
綴
縮
両
当
一
領
　
　
　
　
　
　
　
故
真
璃
一
讐

　
　
　
　
故
緯
複
袴
□
要
　
　
　
　
　
　
　
　
故
銀
銀
一
蟹

sokyu

sokyu
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（
裏
）

中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
頼
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察

故
紫
碧
複
喬
一
要

故
紫
碧
絞
君
巾
一
要

故
緯
碧
挾
君
巾
一
要

故
紫
紗
挟
君
巾
一
要

（
三
段
目
）

故
篠
墾
繕
二
辺

故
緕
飛
衣
一
離
叉

故
要
糸
一
具
銭
七
枚

故
厳
具
譲
一
具

故
櫛
父
母
一
讐

故
銅
鏡
一
枚
衣
具
一

故
刷
一
枚

故
細
一
塑
針
縫
嚢
一
枚

故
黄
針
縫
嚢
一
枚

故
鶉
愛
刀
尺
一
具

故
糸
布
針
五
枚

故
布
縫
一
氏

二
段
目
）

故
玉
狐
一
蟹

故
棺
材
一
口

一
三
段
目
）

二
行
目
空
白
一

故
繰
君
巾
一
要

　
　
　
故
腎
珠
一
具

　
　
　
故
銀
鑓
九
蟹

。
　
　
故
銀
叙
二
枚

　
　
　
　
　
　
一
マ
マ
）

　
　
　
故
毒
鉾
銀

　
　
　
□
□
繁
巾
二
枚

一
四
段
目
）

故
締
縫
二
氏

故
練
手
巾
四
枚

故
串
絹
手
巾
二
枚

故
練
練
一
量

故
斑
頭
履
一
量

故
白
布
大
巾
一
枚

故
五
穀
嚢
五
枚

故
黄
縞
枕
一
枚

故
被
一
領

故
霊
一
枚

故
細
笙
一
幡

（
二
段
目
）

故
幹
釘
五
枚

故
布
梁
衣
一
要

一
四
段
目
）

一
二
行
分
空
白
）

一
三
保
一

　
　
　
　
（
裏
面
の
三
行
目
か
ら
八
行
目
）

　
　
　
　
升
平
五
年
六
月
丙
寅
朔
廿
九
日
甲
午
、
不
禄
。
公
国
典
衛

　
　
　
　
令
荊
州
長
沙
郡
臨
湘
縣
都
郷
吉
陽
里
周
芳
命

　
　
　
　
妻
藩
氏
、
年
五
十
八
、
以
即
目
酔
酒
不
禄
、
其
随

　
　
　
　
身
衣
物
、
皆
溝
生
存
所
服
錺
、
他
人
不
得
忘

　
　
　
　
認
誼
債
、
東
海
筐
子
書
、
一
一
、
一
迄
還
海
去
、

　
　
　
　
如
律
令
。
　
　
　
　
（
こ
の
六
行
は
四
段
々
抜
き
、
句
読
点
私
意
に
よ
る
）

　
随
葬
品
目
は
計
五
一
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
す
べ
て
「
故
」
字
が
冠
せ
ら
れ
て

い
る
（
但
し
、
内
一
点
は
石
板
欠
損
に
よ
り
存
否
不
明
一
。
原
則
的
に
量
詞
も
添
え

ら
れ
て
い
る
が
、
表
面
二
段
目
の
「
毒
鉾
叙
」
一
琳
璃
叙
）
だ
げ
に
は
数
詞
と
量
詞

と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
所
見
の
量
詞
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
要
二
例
　
　
口
　
一
例
　
　
具
四
例

　
　
　
　
氏
二
例
　
　
蟹
六
例
　
　
幡
一
例

　
　
　
　
辺
　
一
例
　
　
枚
一
五
例
　
　
量
二
例

　
　
　
　
領
　
　
八
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ナ
そ

　
「
要
」
は
、
幣
膝
（
蔽
膝
）
、
袴
、
君
巾
　
（
裾
）
を
数
え
る
。
「
口
」
は
、
棺
材
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
さ
し

体
分
の
棺
一
、
「
枚
」
は
叙
、
銭
、
鏡
、
刷
（
理
髪
用
具
）
、
釘
、
糸
布
針
、
ま
た
、

紫
巾
、
手
巾
、
大
巾
、
枕
、
嚢
な
ど
、
「
量
」
は
、
練
、
履
、
「
領
」
は
、
杉
・
橋
の

は
だ
ぎ
、
被
一
寝
衣
か
）
、
禰
樒
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
数
え
る
一
「
黄
綴
」
は
黄
色
縄

紋
薄
綱
）
。
「
具
」
は
、
「
要
糸
」
一
腰
帯
）
、
「
厳
具
譲
」
一
盛
香
粉
の
竈
具
）
な
ど
の

集
合
体
、
「
双
」
は
、
「
真
璃
」
一
真
珠
耳
蟷
）
や
「
櫛
」
（
硫
・
枇
璽
）
の
双
体
の

も
の
を
数
え
る
に
用
い
る
。
「
氏
」
に
つ
き
、
史
樹
青
氏
は
、
こ
れ
も
「
数
量
詞
」

と
さ
れ
、
「
縫
」
は
縫
一
線
一
の
こ
と
で
「
布
綾
一
氏
、
就
是
麻
綾
一
紮
」
と
解
説
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん

れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
細
笙
一
幡
」
は
精
製
の
箪
席
一
た
か
む
し
ろ
）
で
、
「
一
幡
」
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は
一
領
、
あ
る
い
は
、
一
巻
の
意
と
さ
れ
る
。
劉
世
儒
氏
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
の
頃
、

「
幡
」
は
盾
（
楯
）
を
数
え
る
「
専
用
的
陪
伴
詞
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
一
八
八

頁
）
。

　
「
要
」
「
量
」
「
領
」
の
用
法
は
、
先
の
呉
応
墓
簡
蹟
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
だ

が
、
「
被
」
「
狐
」
「
笙
」
「
棺
材
」
そ
の
他
、
双
方
に
同
じ
品
目
が
み
え
て
い
て
も
、

用
い
ら
れ
る
量
詞
に
相
違
の
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
大
同
小
異
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
。

五
　
武
威
早
灘
披
一
九
号
墓
木
蹟

　
一
九
八
五
年
、
甘
粛
省
武
威
市
松
樹
郷
上
畦
大
隊
早
灘
披
に
お
い
て
晋
代
古
墓
が

発
見
さ
れ
、
そ
の
一
九
号
墓
か
ら
木
蹟
五
点
が
出
土
し
た
。
左
記
に
報
告
が
あ
る
。

　
○
李
均
明
・
何
双
全
編
『
散
見
簡
蹟
合
輯
』
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
文
物
出
版
杜
、

　
　
二
六
頁
。

　
こ
の
墓
葬
は
夫
妻
合
葬
墓
で
、
男
棺
内
頭
部
左
側
よ
り
木
蹟
四
点
、
女
棺
内
胸
前

よ
り
同
一
点
が
出
土
し
た
。
木
頼
の
前
者
に
は
、
西
晋
の
建
輿
四
三
年
一
三
四
五
年
）
、

同
四
四
年
、
同
四
八
年
、
東
晋
の
升
平
二
二
年
（
前
涼
太
清
七
年
、
三
六
九
年
）
の

年
紀
、
同
後
者
に
は
、
東
晋
の
威
康
四
年
（
三
三
八
年
）
の
年
紀
が
み
え
て
い
る
。

男
棺
は
、
前
涼
時
代
、
三
六
九
年
の
も
の
、
女
棺
は
、
東
晋
時
代
、
三
三
八
年
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
そ
う

の
と
判
明
す
る
。
武
威
郡
は
、
こ
の
頃
、
姑
戚
に
都
を
置
く
前
涼
王
張
氏
の
勢
力
拡

大
版
図
内
に
あ
っ
た
。

　
男
棺
出
土
の
建
興
の
簡
蹟
は
職
位
記
で
あ
り
、
升
平
の
そ
れ
は
随
葬
衣
物
疏
（
長

さ
二
七
セ
ン
チ
、
幅
二
・
五
セ
ソ
チ
）
で
あ
る
。
女
棺
出
土
の
一
点
も
随
葬
衣
物

疏
（
長
さ
二
七
セ
ソ
チ
、
幅
七
セ
ソ
チ
）
で
あ
る
。
男
棺
の
衣
物
疏
は
五
段
に
分
け

　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
）

て
、
女
棺
の
そ
れ
も
裏
面
は
五
段
に
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

げ
る
。

（
男
棺
）

（
一
段
目
）

故
白
練
尖
一
枚

故
巾
噴
一
枚

故
練
面
衣
一
枚

故
練
楡
一
領

　
（
マ
マ
一

故
枚
端
四
斤

故
平
郡
清
竹
板
一
枚

（
三
段
目
）

故
白
絹
蛤
一
枚

故
青
砦
衣
一
枚

故
青
顕
衣
一
枚

故
練
揮
二
皿

故
練
杉
一
領

故
練
袴
二
皿

故
青
赫
履
一
量

（
五
段
目
）

故
黄
白
絹
三
百
匹

故
縄
百
匹

故
黄
柏
器
一
口

故
鮒
馬
都
尉
板
一
枚

衣
物
疏
二
点
を
掲

（
二
段
目
）

故
練
両
當
一
領

故
碧
橋
一
領

故
白
練
儒
一
領

故
白
練
福
箒
二
皿

故
練
株
一
量

故
黄
柏
霜
二
枚

故
蒲
席
一
領

（
四
段
目
）

故
塁
単
衣
一
領

故
自
練
表
抱
一
領

故
黄
絹
牽
遮
各
一
枚

故
鮒
馬
都
尉
青
銀
印
一
紐

故
奮
節
将
軍
長
史
金
印
一
紐

故
黄
金
百
斤

故
白
銀
百
斤

故
筆
一
枚
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（女
表棺

（
裏
）

　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
頼
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
（
三
保
一

故
建
義
奮
節
将
軍
長
史
板
一
枚

故
雑
黄
巻
書
二
弓

故
希
三
百
張

升
平
十
三
年
七
月
十
二
目
涼
故
鮒
馬
都
尉
建
義
奮
節
将
軍
長
史
武
威
姫
1
1

楡
随
身
物
疏
令
柑
五
種
　
　
一
こ
の
一
行
は
段
抜
き
）

□
成
康
四
年
十
一
月
十
目
像
涼
都
督
故
□
妻
正
□
□
□
有
口
□
□
□
□
1
－

具
物
疏

（
一
段
目
）

故
練
綿
抱
一
領

故
結
紫
米
袖
一
領

故
碧
儒
一
両

故
褐
噴
一
立

故
白
儒
祇
二
皿

故
黒
抱
□
口
百
枚

故
面
衣
一
枚

一
三
段
目
）

故
黄
羅
橋
両
當
一
領

故
褐
紫
英
杉
一
領

故
丹
羅
緯
儒
一
領

故
黄
練
練
二
両

故
鎌
銭
一
枚

故
練
尖
一
枚

故
銀
杯
指
鐘
二
枚

（
二
段
目
）

故
門
巾
一
枚

故
銀
釧
二
具

故
練
糠
一
枚

故
絹
余
一
領

故
玉
沫
鏡
敏
一
具

故
鏡
一
枚

故
長
□
一
立

（
四
段
目
）

故
紫
績
一
枚

故
絹
被
一
領

故
柏
器
一
口

故
口
□
一
枚

故
銀
口
一
枚

故
□
□
一
具

　
　
　
　
一
五
段
目
）

　
　
　
　
故
口
百

　
　
　
　
故
口
□

　
　
　
　
故
□
□
二
枚

　
　
　
　
故
□
□
□

　
　
　
　
故
□
□
□
口

　
　
　
　
故
口
□
□
□

　
衣
物
疏
二
点
に
お
い
て
は
、
品
目
の
す
べ
て
に
「
故
」
字
が
冠
せ
ら
れ
、
量
詞
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
故
」
字
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
三
国
時
代
の
呉
代

か
ら
、
西
晋
・
東
晋
、
そ
し
て
、
前
秦
・
後
秦
、
西
涼
・
北
涼
、
北
斉
の
頃
ま
で
、

即
ち
、
三
世
紀
中
葉
か
ら
六
世
紀
ま
で
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
男
棺
の
升
平
二
二
年
の
衣
物
疏
で
は
、
楡
、
禰
櫨
、
儒
、
杉
、
抱
な
ど
に
「
領
」

　
　
　
　
　
　
　
し
や
く

が
用
い
ら
れ
、
巾
噴
　
（
づ
き
ん
、
ひ
た
い
あ
て
、
か
ん
む
り
し
た
）
や
面
衣
そ
の

他
に
「
枚
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秣
、
履
に
は
「
量
」
、
君
巾
や
揮
、
袴
に

は
、
「
立
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
君
巾
や
揮
、
袴
に
「
要
」
を
用
い
ず
、
「
立
」
を
用

い
る
と
こ
ろ
は
新
し
い
変
化
で
あ
ろ
う
か
。
整
理
す
れ
ば
、
「
枚
」
一
二
例
、
「
領
」

八
例
、
「
立
」
三
例
、
「
量
」
「
紐
」
各
二
例
、
「
弓
（
巻
）
」
「
張
」
「
口
」
「
種
」
各
一

例
と
な
る
（
こ
の
他
、
「
斤
」
三
例
、
「
匹
」
二
例
）
、

　
女
棺
の
衣
物
疏
は
、
右
よ
り
三
〇
年
ほ
ど
遡
る
。
そ
の
た
め
と
い
う
こ
と
で
も
な

か
ろ
う
が
、
株
に
「
両
」
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
儒
（
ど
う
ぎ
、
は
だ
ぎ
）
に

「
両
」
、
噴
や
儒
柾
に
「
立
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
（
「
在
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

に
は
、
え
り
、
た
も
と
、
そ
で
の
意
味
の
他
、
は
か
ま
、
裳
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ

こ
が
そ
れ
に
関
わ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
）
。
整
理
す
れ
ば
、
「
枚
」
一
二
例
、
「
領
」

七
例
、
「
具
」
「
立
」
各
三
例
、
「
両
」
二
例
、
「
口
」
　
一
例
と
な
る
。
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小
　
　
結

　
本
研
究
の
目
標
は
、
目
本
語
に
お
け
る
「
助
数
詞
」
一
〇
－
麸
ω
氏
①
グ
冒
①
麸
毒
①

幸
◎
a
）
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
基
礎
的
研
究
と
な
る
「
中
国
古
代
簡
蹟
資
料
に
お
け

る
量
詞
の
考
察
」
の
一
部
で
あ
る
。
調
査
・
検
討
す
べ
き
資
料
が
多
く
、
量
詞
の
用

例
、
な
ら
び
に
、
そ
の
用
法
も
複
雑
多
岐
に
わ
た
る
の
で
、
総
合
的
考
察
を
行
う
に

際
し
て
は
、
索
引
の
よ
う
な
も
の
も
用
意
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
量
詞
」
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
「
類
別
詞
」
「
陪
伴
詞
」
「
単
位
名
」
「
形

体
詞
」
「
範
曉
詞
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
に
出
入
り

が
あ
る
の
で
整
理
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
そ
う
し
た

語
群
（
非
自
立
語
）
が
、
H
、
何
故
に
発
生
し
、
展
開
す
る
に
至
っ
た
の
か
、
か
つ
、

⇔
、
音
声
言
語
、
文
字
言
語
の
い
ず
れ
か
を
問
わ
ず
、
ど
の
よ
う
な
位
相
、
あ
る
い

は
、
ジ
ャ
ソ
ル
に
、
そ
れ
ら
が
発
達
し
、
活
用
さ
れ
て
き
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ

ろ
う
。
拙
稿
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
究
明
し
て
い
き
た
い
。

　
墓
葬
出
土
簡
腫
と
し
て
は
、
以
上
の
他
、
ω
、
漢
代
の
医
書
関
係
、
㈲
、
吐
魯
番

出
土
文
書
、
な
ど
に
も
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
。
量
詞
の
未
発
達
で
あ

っ
た
時
代
（
戦
国
時
代
以
前
な
ど
）
の
資
料
、
あ
る
い
は
、
量
詞
を
積
極
的
に
用
い

な
い
漢
代
の
資
料
な
ど
に
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
紙
数
も
既
に
超
過
し
て
い

る
の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

　
中
国
古
代
の
事
情
に
疎
く
、
そ
う
し
た
資
料
の
対
処
方
に
も
要
領
を
闘
く
の
で
は

な
い
か
と
躍
れ
る
。
中
国
、
な
ら
び
に
、
目
本
に
お
け
る
諸
先
学
の
御
指
導
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
注

　
　
　
　
　
　
　
中
国
古
代
墓
葬
出
土
簡
績
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
一
三
保
一

一
1
）432

（
5
）

（
6
）

一
7
）

（
8
）

　
拙
稿
「
敦
煙
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
大
国
文
』
第
一
九
号
、
平
成

二
年
一
一
月
。

　
拙
稿
「
居
延
簡
蹟
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
一
人

文
・
杜
会
科
学
編
）
、
第
二
四
巻
第
二
号
、
平
成
二
年
二
一
月
。

　
拙
稿
「
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
に
お
け
る
量
詞
に
つ
い
て
」
、
『
島
大
国
文
』
第
二
〇

号
、
平
成
三
年
一
二
月
。

　
大
庭
脩
著
『
木
簡
』
、
昭
和
五
四
年
三
月
、
学
生
杜
、
一
一
二
頁
。

　
劉
世
儒
著
『
魏
晋
南
北
朝
量
詞
研
究
』
、
一
九
六
五
年
六
月
、
中
華
書
局
。

　
王
力
著
『
漢
語
史
稿
』
、
一
九
五
八
年
八
月
、
科
学
出
版
杜
、
二
三
六
頁
。
ま
た
、

同
氏
著
『
漢
語
語
法
史
』
二
九
八
九
年
四
月
、
商
務
印
書
館
、
二
六
頁
）
に
も
同
趣

の
記
述
が
あ
る
。

目
本
で
も
「
献
上
蠣
一
籠
□
戻
ヵ
一
昨
目
口
□
メ
」
「
×
大
村
里
大
執
貝
布
奈
壱
籠
」
「
（
上

略
）
波
自
可
里
鮎
大
蟄
一
古
参
年
」
一
平
域
宮
出
土
木
簡
一
な
ど
と
み
え
る
「
籠
」
、
あ

る
い
は
、
今
日
の
「
く
だ
も
の
一
か
ご
」
「
だ
ん
ご
一
さ
ら
」
「
ト
マ
ト
一
盛
り
い
く
ら
」

な
ど
と
み
え
る
類
も
こ
れ
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
朝
日
新
聞
」
、
昭
和
五
一
年
五
月
二
二
目
、
お
よ
び
、
同
年
五
月
一
七
目
の
記
事
。

ま
た
、
注
（
2
）
文
献
、
一
二
〇
頁
。

三
段
目
末
尾
に
「
故
棺
材
一
枚
」
と
あ
る
類
は
、
こ
う
し
た
見
方
と
矛
盾
す
る
。
「
故
」

字
の
な
い
の
は
、
あ
る
い
は
、
脱
記
に
よ
る
も
の
か
。
存
疑
。

　
本
誌
一
『
文
物
』
、
一
九
七
二
年
第
一
期
）
に
は
、
T
A
M
五
三
号
墓
出
土
泰
始
九
年

の
木
簡
の
他
、
T
A
M
六
二
号
墓
出
土
縁
禾
五
年
随
葬
衣
物
疏
、
T
A
M
二
二
八
号
墓

出
土
唐
代
随
葬
衣
物
疏
、
で
A
M
四
八
号
墓
出
土
延
昌
三
六
年
随
葬
衣
物
疏
の
図
版
も

掲
出
さ
れ
て
い
る
一
こ
れ
ら
の
釈
文
は
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
第
一
冊
、
第
三
冊
に
収

め
ら
れ
て
い
る
）
。

sokyu


